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[研究の趣旨
1 発曹の加速化現象
現代における児"誼彼の身体発途上の符色のーっとして.体位の著しい伺上があげられてし必。し
かも ，この傾向Iま逐年的に強められており ，あたかも加速度曲線に似た様嫡を示してし、るととるが
ら，発育の1.1日;速化現象(即時le間以ω )と名づけられ.しだいにこの呼び名が一般化されるよう
になってし、る。父緩よ りも 母親よりもうんと大きい子どもたちが自立って多〈なっb
又管E省の発育統計報告袋:によっても ，この毒事実が公表され，年を追うにつれてますをす休位。、向
上してL‘ることと ，発育め急増期がしだし、に低年令層に移行してし、ることが強調されてL必。また
地織的な絞 ~:が大きくなり，大都会坦こ住む子どもたちの発育 ，とくに身長の伸びがめざましし、ほど
の向上をみせていることも明らカ托されてきたゐすなわち，現代における兜強生徒の身体発達の特色
は，加速度的に向上する発育，いぐそう促進化される成熟，細長主体型化される都市化現象などが特
色とし‘えよう。
;;t県の児2量生徒r.n身体発速にも，このような傾向がみられるであろうか。その特質を概観的α損
するために，A;:県児主主主主徒κっし・ての発育統計資料 (新潟県統計年鑑)だもとづし、て， !.署長，体重
胸囲，~高の県平均1Ìi[の推移をみてみよう。 芸品 1阪の!H2J3K4)は，昭和 24年度のそれぞれの年令
におげる発脊を基準とし昭和 27.30， 35， 36. 3 8年度の差を示したものである。すなわ
ち ，昭和 24 fE度のものは ，男女ともにそれぞれの年令において0となっているわげである。
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これらの図によ ってわかる志良児童生徒0)発育の特徴を欝1すると，""の諸点をあげることができ
るの
(l) 体位は全般的に穫し く向上している。 男女と もにこの傾向が，普しく，きさにJ)(I:ial化現象は広
県の児童生徒にも明らかに認められる。
(2) 念i曽紛が低年令J(gに移行している傾向がある。
発育にみられる毅廷のピークは ，男子では 14 ，r.女子では 12，r (休意は 13才〉でほぼ 2か
年のずれはあるが ，年度の進むにつれて低年令に移行している傾向が認められる。
(3¥ 1 6才は発育較をの陥没期である。この資料では .1 5才は会向島1隅校生をとってあるが ，金
般的にとの傾向がみられ，とと に男子では恋しし・。おそらく， 高校入鼠の彰響とし・えるであるう
がtE常な発脊がそ容されてし・ることは合めない事実といえるほど注目 される点である。
2 発育と運 動機 能
身体の形態と機能とが好古しい状態で絢和喜f保って発達することが鐙ま しいのはいう をでもなしh
発衡の厨では ，めまさしいほどの向上をしている児童生徒の運動燃姥が，はたしてパラ Yスを保っ
て発達しているかどう治犯つb‘ては，重大な関心の払われるとこるでぬる。 rうどの大木jの喜まの
とおり，からだは大き〈 なっ てもその内容はうつろなのであろうか。また ，rさんしょうはとつぶ
でも辛¥-.Jとは名言なのであろ うか。
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'3ctiv'j te~) 念行なう際にはたらく生産的ととるで ，運動機築とは， 身体活動 (Fhysica J 
な殿前2喪.It、し、，運動量E力にほかならないが ，比綬的Jヒ要素的，来志的たものをきしてb‘る。 この中
この筋力川嚇核となるものは，筋力ととれ合支配する神磁の作用であるととほし‘うまでもなし、。
となる筋活動は ，基本的には神怪との巧みな協応によ ってなされており ，付溢と切り駁 して宅えること
のできなし、のは当然のことであるが .筋に視点、をすえてみると，筋力の宛伎は筋そのものの構造と
機能にかかわると ころが大きし b しがも ，筋の株造は身体の形態とは実に@綾な鴻越が保たれてし、
るものであるから ，発育と運動機能の発達とは切り離すことのできなし‘関係にあるとし、えよう。
しからば，2i:!菓児童生徒の発育と運動機飽とは，どのような関迷において発達し ，どのような特
色をホしているのであるうが。第 2舗は昭和 27年度の発育(良平均値)に対する昭和 36年度の
発育率をみたものである。すなわら，昭和27，年度におげる身長 ，体重 ，肱囲， ~，喝の発育をそれ
ぞれの年令と もに 1001>とみたのである。なお ，この資料の年度は次に示す濯動能力調査の年度
と1o¥1ー にする必委があったので ，~{:l初 2 7年度と!昭和 36年伎の食料を用いた。
これに.tると ，昭和36年度の発育事が全般的向二高いととがわかるが，なかでも，体重の増加ぷ
が自立って大きいことがJ主回2される。体憶は ，他。可制定検白よりも発清j切におし、て急速に充実する
時期があり，またそのような特性を持つてはいるが ，{也のものに比べて ，きわめて大きな樹]IJを示
ζとに ，男子では 11-15%，女子では ，11-13才におしてし‘るととは驚ろくべきである。
いて著しい。
言た ，女子の発音響率は全般的に男子よりも低2令層において大tl， ・ことも特色といえる。これは
成熟が促進されてし‘ることを剣実に示しているものと思われる。
図第 2
/1/'-
左~，司
1' ~ 1-
守、
、ー ι"' ~ -喝.~、
委4事的必..
、? ?
，
?
? ?? ?
?
? ? ? ?
発斉率 os和.36 5r.~誌 とBlí..fu之7年度〉
巨|
?
?
??
???
? ??
??
?
?
?? ?〕
?
??
?
?
-4ー
、
?
?
?
?
?
?
??
?ー
II 
J I 
.、
/0(1・
/tti -
/*，z -
，・4・
き~3 隠は，昭和 2 7 fE.15[ (県教委，小 ・中・ 高体連帯調査)と 昭和36年度(当教資研先所議室iJ
に行なった運動能力 第 五 関
調査の結果にもとづ
いて，それぞれの緩
自のヰ勾織の差を示
レたものである。こ
れと，伺の第 2図と
を比絞対照してみる
と， ~こ匂C 興味深
トものがある。遂動
能力のうちで投力と
持久力については， 制0.<-
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て行なわれてし‘なか
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所ではとの運動能力
縞査の結果を ，r小・
中・高校生の運動能
力Jとして研究紀要
にまとめてあるので
詳し〈はそれをど参
照廠1，-たし、。
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て筋。、株滋とお犠能とが増強された紙果とみるととができるが，敏しよろ性では，そのテストの符質
から梅加した体重の影響を受けてL‘るものと恩われる。 50メー ト)V疾走も ，明らかに敏しよう絵
を必要とするが，それは神経との返敏な協応による脚筋力が主草寺注運動要因となってし、る。ところ
が，パーピーテス トでは，全身の筋力，ことに腹-背筋が室主要なはたらきをしなげればならなし、
筋の機能からみて， 閉じ敏レ ょう性であってもこのように質的に異なってし、るので，し、っぽうでは
体重の1省加が慣性として有利に作用してし‘るのに ，他方ではそれが負の彰響となってし、るわけであ
ろう。
女子にみられる'持色の一つは ，疾走力と7l<3JZ銚力に示される発達の傾向である。すなわち.1 2 
- 1 3才ぎではその飽力が向上しているのに，それ以降の年令におL‘ては低下してし、ることである。
これは ，発育と運動機能とが不司分の関連主fもっていることを剣突にものがた空るものとし、えようの
体{立の向上と関返する能力の向上と， 性成熟の早まりの及ぼす影響とが ，実に対照的に図i乞表現さ
れているとみることができるからである。と ころが ，丞芭とびでは ，や Lとのこつの能刀の推移と
似た傾向がうかがわれるげれども， 主として脚Z努力の瞬発的なパワー が運動要因をなしてし、るので ，
休{立の向上という函tI;強くでてL・るのでEうろう。敏しよう性をみるパーピーテス 卜の結果も .!)5子
と信1橡に，その運動の憐道主体重の増加とし、う影響を受けている届はみのがせない。
3 発育発達を規制する要因
発達( Deve) opment )とは， 教育，乙曜学E事典ならびに新教育学辞輿によると， 受精卵に
はじま り，器官ならびに機能が成熟するきでの過程をきしており， 広畿には， 成長または発育
( Growtn ) に.J.る発達と ， 学~による発達とを含んでし 、る。 きた，発達はその語I奈の示す
とおり，青空勢的な可能性が袋|鶏されて現実的 ，活勤的な状態になることを:蛍味するように ，遺伝
型(原型 G:::noty.pe)が表現型 (顕裂 Phe.noty pe)へと移り変る過程であるとしてし・る。
このような発達の定義か らすれば，事華宵とか成長とし、う[t!'i;念も広〈発途に含められるのであるが，
L‘つぱんに， 発育という場合には， 主として生活体の形態形成の過程をさして狭義にうけとられて
しる。との研究においても，身体;の形態的な側簡につし、 ては発育とt.' t. ' ，機能的な側簡にっし、ては
発達と称することにし，<:;らに ，この両面を含んで身体発達と称してし、る。
さて，発育 ，発遂がどのような婆図にようて規制されるものなめかにつし、ては ，今日 なお自身侠な
結論が得られてし‘なし‘のが実情であるう。 古〈から，とleI尋説と経験説。可対立があり ，どこまでが遺
伝によるちのか，ま た，ど こまで環境の影響が及ぶものなのかにつし、て ，多くの論争がなされてき
た。しかし， 現今では純粋に梢専税制言泰する者 もなし‘し， 純粋に鋭験説を主張する ~もし‘ない。
むしろ ，νAテ U ン (W. S t e r 1) の唱える~!恵子奏説をとるものや ， 伺体内部の力と裁墳の刀とが
働さ合って一つの体制 (Organization) がで きる潟持者i:'~.~~<体制説，支たはグジユタ fレト
説を縫E長ずるものもしみ。 いずれにしても，発脊や発i奪は個人iJ)持っき村学的な資質と後天的な湾苦境
の及ぼす影響刀との総合 ，あるいは， 体制j化によってなされるものとみる ことができょう。つまり ，
発育 ，発達は ，遺伝因子と環境E恵子 ，すなわち，内的条件と7t約条件め総決算なのである。
外的条件が発育 ，発達に及iます彰響力ICっし、℃は，多くの実粧がなEされてトるが，とく に次のよ
うなものは著名なものであろ う。口窓人のア メリカ二世と |有地人の体位わ比絞では ，アメ 3カ二世
がはるかに内地入念しのし・でし、る。また .，笠界的な流浪民族であるユダヤ人が，その移住した土段
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と彼らのet会的 ，経済的な抱位によって .発育に大きな主主塁塁手ァ示すことも周知のき草案である。フラ
yスのピνIレメ (Vi11 e rme)はパリ- (Jl壮了について， 穏税務の多い家E査の者が身長の高いこ
とを発表 し， r.男女両位指!の差異や，入居間の差異よりも大きな身長廷が貧富主にみられるJとし
て大きな関心をよんだ。
環j覚書長件の申で ，とくに ，地勢や/!iT-.:lニ，問下誌の生活科験やその係見:， ::.t::主主のとり方やZ司王聖法 ，家
事労働や争イ品 、 ，体育的な返主主や遊び，保他意識や態度 ・ ~tll\ ， J惣峨σ、純静院や文化受などは蚕要
な77クターとたるものであろう。これらの絡要因は ，それが個別に大きな影響刀を待ってし、ると
同時に，それらが実に鋒そうレた夜景証なかかわりお，、におし‘て， 発育 ，先主主に彰響してL・るものと
恩われる。兇T哲生徒の52居 毛fとりを くb‘'J さいの事象や背景，ならびにその行動や経験などが，彼
らの~脊を規制し ，発達をコ Y トロー 11/ しているものなのであるう。
4 問題意識
ぶ県t'c.~;t; . 企凶rï !ÆJ食'擦の調べによると， 開夜J.~ 8 fE 6 月 1 円現在において ， へ~地仮契法胞行規
則に官Fめられた「へき地学校級Jl!!別1ei卸Jにしたがって ，へき地学校に1ti'1をされている学校は ，.2t:
-分校あわせてJj、学校.30 6校 ，中学校 12 1 .交と全学校数の.39 % (/J¥) ， 2 7 % (中〉とし、う
さわめて多くの割合会占めている。争のYlli-t:j~，主教は， 小学校で 32 ， 66 0 人 (全児多数の 11
%) ， 中学校では， 16 ， 30 d 人 (~1:.徒数の 8%) とな ってし・る。とれは ， 玄集が会霞的にも
きわめて広範な山俗i勾を有してし・るとb・う地勢的な条件によって ，必然的にもたら されてb、る結果
ではあるうが ，全国のへき地学校の割合 (afl和.36 ・5 ・1，小学校 24・4% ，中学校 21・5
%)と比較してみても，1"・かにその数が多b、かがわかる。
これらのへE雪地情交は，自然 ，尚古寺，文化などの諸後件に;怠まれなし・"lIJ割地や厳島に多〈所在し
人口鉛t.rも 1場務 なために， その多〈は小刻綴学佼となっ てし‘ るのは . ~~に不 した学校主主と児童主主
徒数のお合からみても当然のこととし・えよう。しかも，学校合とり 古0 1.会以， d茂主主織成もち島一決
産業主f主体として，比絞的問質的であるばかりでなく，貧菌家庭の多し、実情だといわれる。また，
舌n~写単位による小劇守1居住が多< ，抱主誌の人たちの窓設や行動も前近代的であって ，封建的であり
保守Z的 ，閉j'.il的な部屈が強いといわれている。
このような符笥を侍つ自糊句，社会的 ，文化的な壌袋誇条件のもとで，へき地学校に学兵;克室生
徒の発育，発達がどのような様態脅不寸かについては，重大な関心の払われるところである。発符
先述は ， è!'さに述べたように ， その例人口、持つ先天的な資質と ， 後天的な患を境t百余件との函数~I係
による相互作用によってな しとげられるものであるとすれば，へ書地引伎の児3往生徒，;1:，とのへd
地特有の外的条件の影響によって， Hlj与な形態キ機能の発達をしているものと思われる。ところで ，
志良児市生徒につし、"'t， 標準的な発育や活動機能の発達の特色や鰭刊を枇観して ，その飛ゃく 的な
向上と変ぽうに湾嘆したのであるが，とれと比嘆して ，へき地の児滑ぞt徒はばたしてどのような努
災住宅r示すのであるろ方、このような語を明らかにしようとする研究凋査は ，z，:県におし‘てもb、ま
までに数多〈たされ，それぞれに貸主な以呆を収めてきたものと思われる。しかし，それらは多分
に地域的 ，局部的になされており， 1l i.tくとも全県的な復狩と規機によってなされたものは皆無だ
ったとレ元るのではあるまし‘b匂したがって，;;r.!!lもにおけるへさ:tlli児訟生徒の身体発達上の特性を・l
明怖には偲して ，その指却に際しての同il月中iAI乞{父立つような資料をi!J.ることは ，いまのところ
一?ー
マ?ぎに〈し、という実備にある。
科学の進歩，産業構湿の変革，文化の向上などが飛ゃく的にますます進度ーをとげてし、る現代社会
わすうせいに対応して，へき地の芭然的，社会的，文化的な瑛域諸条件にも，大きな変動の波が押
し寄せているといわれる。 ことに， 近代産業としての各線企業への就業，あるし、はでかせぎなどに
よる人口流出むへき胞の特色とさえし‘われるようになった。 したがって.中学校を卒業する者の大
部分は，竿業ととちにへき織を勝れてし、〈現状にある。これらの者が，予想されるように，もシ劣
弱な体位や不良姿勢，または煽ょった運動機能の持ち主であるとするならば，発脊，発達の館で都
市化現象の著しい都会に出-(..劣等感情や コンプレックスを抱きはしなb、だるうか。また，労働条
件の降客となるような函は生じなし・であるう治、 。このような含疫が適中するとすれば，教育的にき
わめて豆大な払鳴だといわねばならない。発育， 発達には， 適時f生ともし、うべき自然のFE剣山適用
されることが望ましむ、伸びるべき時期や機会念巧みにとらえて，適切な発達京1微を与えると同時
に ，正常な発達をF自害する原凶を未然に除L、てやることは .~わめて大切な配慮となる。このため
には，へき地児家主F.徒の発育，発達の実態、を明擦には優して，ぞれがどのような竣塊言苦手長件の影響
を受げているのみ念総合的に判断できるような研究調査を行なう必要にせまられる。
とのよ うな問題意識と必要漫にもとっ・いて ，この銅:究課題を設定した。
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E 研究調査の某本的な構想と計画の大要
1 基本的な立場
発育，発遂の過程fとおし・て形成されるさまぎまな身体的特質は，個人の行動に反映されるばかりで
な〈て，思考や判断にも直接的な影響を及ぼすものである。身体発達は意識や行動の司王ずる道議で
あるという直よりは，むしろ ，それらと直結してし、るとし・う 先ー的な役絡を備えてし、る。だから，
正常な身休発達な助長し ，促進することが教育♂重要な自様となるのである。この身体発達上の特
質は ，闘賞的な集団のqコにおいてはそれほど自立つものでもなし・し， 警にもならなし、ものであるが3
たまたま異質なものの中にはし、ったり ，これと此按対照される場合にはその長短が鮮明に浮かび
出て〈ることになる。
へさき地児童話主t~走 01身体発達も ， その狭い範囲にとどまるかぎり，その特質はそれほど問題となら
ないばかりでなくて，むしろ，その地域tL.最も適応する形態であり，機能と して有効なはたらぎを
するものであるかもしれない。しかし ，へき地の児資生徒はその地域に組定され，永住するものと
は峡られてし・な1，.'0 彼らの活やくの場は大きく開かれている。壊に，中学校含卒業する者(l1犬部分
は直ちにへg地を勝れてし・〈 現情にあるとし‘われる。だから，へき地教育 ，ことにへきぬ児f芝生徒
の身体発達は圏内的な視点におt.て問題としなげればならない時点にあることは強調するまでもな
いところであろう。現代における兜常生徒の身体発達は，実に大きな変ぼうをとげ ，飛ゃく的な向
上を示しているととを念頭に八れておかなければならない。また， 身体発遂の面においても，潜勢
的なロj能性を最長大阪に開発することが教育の室主要な談趨なのであるから，との簡に及ぼす外的粂件
の大舎な影総力を.Il-H しb‘ものに調教するための語cli置と努力を継続的に行なう必要があるの
との研究識変計画を立案するにあたって，以上の ような線:;t:的な考え方によったのであるが，具
体的な築総計簡を作成するためにはrxのような諸点を考慮にし、れた。
11 都市との比綬研究
へきj也宛常伊徒の身体発途上の符負を明i穫には探するためには，とれと環境諸条件が対照的
に奨たっている都府との比較5J1先によることが ，長も効果的だと考えた。さらに ，へ念地，都
市())問者には，内容や程度の追し‘があるのだから，比中交的純粋な性絡を備え℃いるへき地と都
市を選び出して，研究対象とすれば.いっそう効率の高し‘成果を成記〉ることができるものと恩われた0
・ 121 総合的な研究銅~
\， . 苦言でしばしば述べて主きたように p 主守イ本手話迷にはE褒皮条件(l1~縫刀重f度外視することはで
さなし、のであるから.$~乞母体党逮上の符~若f明らかにすることだけでは ， 片手落ちのそしり
を("g:匂lれなし‘ものとなってしまう。したがって ，外的制牛との関連守じ申うぶんにJ号館にい
れた多角的，総合的な締究縮交 を行なう必要 もう3まれた。このうえに，般世話には児家主t認の内
的粂件としての遺伝凶子をもとりあげなければならなし・のであるが ，ζの点につし、ては，両者
はともに日本人だとし・う了解におし・て， この粂{牛は一応はずすこととした。
13)研究論貨の焦点
身体発遂の守寺院のうちで，とくに大きな閉鎖と思われたのは発育の加速化現象であり ，っし、
で発;脊と運動機能との潟討JVヲ間最患である。加速化現象を先明するためには，調1まの対象を固
一?ー
をし，その年令を遡及的に追って秘ぺ， 採準的なものと比駁することによって可穏だと考え
た。だが.発育との総選における運動機能の発達の熊移にっし、ては，研究の対象を回'1Fした場
合に，実に長年)1を要する継続研究によらなければならなL、こととなる。したがって，との研
究滴査では ，主として， 両者の特異性をは復するより lまかにてだてはなかった。
環境諸条件のうちでは，宿命的とも考えられる自然的なものと ，調主主よ復維な要素を持って
いる経済的な商は除し 、て，と〈に栄。養の摂取 ， 保健怠識と留償 ・ ~1lf ，家動手品、，運動的
な遊び， 睡鍛時間などを重要な視点とした。
2 研究謝査の方法
山 目 的
:;r;:県のへき地と都市の児積S徒にっし、て，発育 ，逮動機能，栄養摂取， 主主活時程 ，保健に関
する生活状況などの諸調査を実砲し ，両者の聞にみられる身体発達の特異性と環境条件との鈎
速を究明するととによって，指導上の F"，~題点を明らかにしようとするものである。
(2) 径回と内容
ア 発事ぎ滋及調涯
学校におし・て毎怨行なわれてし‘る健康診控訴の結果にもとづいて，調1!t対象の児童量g:.徒の身
長，体重:!:.fi歯闇 ，座高め測定値を，学年(年令)を遡ぼって謁愛する。すなわち，中学校 3
王手01$.徒では，中学絞 3 ， 2 ， 1年および小学校 6，5，4，3，2，1俸とし‘うように遡
及的に鵠べるのである。
イ 運動機能調査
研究の趣旨の強・で述べたように，発育と運動機能との発達にはさFわめて街援な段越が保た
れてし、るものと思われるので，次に示す5短縮要官民によって調蛋を行なった。なお，この調査
の緩自(運動要因)は.次のとおりである。
反復1賓とび(敏しようf生)，立位休前屈(柔軟性) ，伏臥上体そらし(柔軟性)，垂直と
び (瞬発筋力) ，懸垂腕組仲(持久的筋力) ，踏台昇降遼勤(動的持久性)
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込r.; fカ 綜能 測定実施要領
!三重三!
との鵜是正は， 発符 と運動機総との関係につし、て，jjJf先するために行なうものです。
2 対象児斎・~i:迭は ， 小学校では 6 :f1三位，中'戦史では 5 年生ーですが ， ヘき地絞ではこれらの学
年の全児繁・生徒につし、て測定してくださL、。
緩白 法 計 測 |用具 留意事項万
それぞれ |ストップワオI1 g室内では ，すべるお
の線を越|ッテ | それがあるので，板白
すごとに |テヲータ iに平田行になるように線
???
1点ね!筒
える。(
1往復で
4点とな
る)
1 図めように中央線をひき .
その南側 120抑のところに
反復主賓とび I2:&の平行線含ひ〈。
(敏しよう的I2 中央線をまたし・で立つ。 I2回実簸
3 r始めJの合図で布側0)線 |して，よ
を践すか，または触れるまで 1]..'まうを
右ヘサイドヌアップし，っし・lとる。
で中央線にもどり，c:らに左
側れ線を越すか，または触れ
るせで左ヘサイ ドスアップす
る。
4 rやめJ(!'l合図がある主で
でさ雪るだけ速〈 左 宿ヘサイ
ドステップを 20秒崎絞りか
えず。
をひくほうがよい。
2 パ一 卜ナ一をきめて
お互し
ば自鯨的であるの
1 両足をそろえてかかとをつ Icm単位と |体育用綬い よ体会問屈する際に
2 
け，足先を約51-'1.樹いで台上 |し .JIW以 Ij資
の潟に立つ。 I下は凶俗
2 徐々にヒ御前屈し ，両手 |五入する。i物指
をそるえ，指先を伶ばして胸 11~先が台
にそってすりおろ してし‘<0 Iにl遥かな
立位 体的居
(柔軟性 1) 
- 1 1-
は，脚をまっすぐ叫申
ほし.とくに，ひざを
尚げなし‘ようにさせる
2 反動をつけたり，急
に力乞加えたりしなし、
4i! 向 方 千差 ぬ |桐 兵 留意号~ Jぬ . 
五 上体の伺屈が綾大阪となっ い競合に
たと きの .f旨先と台仰上高と hま， 一ー
の距離を測る。 ..α孔と
し，柔軟
fl'の艮b・
者は指先
が台の下
恨こ下、~台、
らギ.....
開とする。
2回のう
ち艮U、ほ
うをとる。
1 床の上に45 c1離して 2;:主 床からあ ものさし 1 上体を後るにそらす
iTl平行線をひく。 ご1までの 場合に ，反動をつけた
2 うつ向ぎに伏し.両手を楼 高さを計 り，念、に力を加えたり
の後ろで革Eみ ，足先を<15cm 測する。 テ宮ー ター しなL‘ように，静かに
離して平行線iTlヒにお くの 行なう。
5 5 補助者は後ろから胸の儲t亡 単位は側 高Eきを測定する者は
伏臥上体 ほし・り，ひざで被験手当のひざ とし ，主総 つねに被検者のあごと
そ ら し を押さえ .i本電なやや前亡か 位未満は 水平になるように自の
(柔軟性o) げるようにして両手て気掛の 四捨五入 位置ををめる。
後函を押える。 する。
iRL 
4 静かによ!.*t.t'後るにそらす。 2回のう
こめ際 ，できるだ付あご含仁 ちのよい
にあげるよう 阿こする。 }まうをと
る。
'一一
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t 縛 自 | :tt -;j 法 計 調1) m 呉 稼怠事項
1 片手CTlf~先にテ賓ークの粉 単位は例 苛または 1 とび上がって段高点
4 をつげ ，体の向tきを:髭または とし単位 赤色のテ に達する少し手前から
垂直と び 黒板に直角にし，その場で腕 未満は四 8-ークグE f旨先をすり上げるよう
(動 カ) の振動とひざの閥的を利用し 捨五入す 粉 にして行なわせる。
でできるだけ河〈とぴあがり 在b 測定用紙 2 二重踏切りをしなし、
堂にはられた測定用紙または または黒 ょう包窓ずる。
黒板Rこ印をつげる。 ~nこその 坂
兵下に12:ち，片手なできるだ
けょに{初まし (腕と銅依との J隠尺，あ
角度を18 0 のにする)指先 るし、は巻
で印をつけ，闘の印との霊出 tて
llIa織を孤1)る。
2 銚ゃくを5田ずつ行なわせ，
よし、ほうをとる。
. 
筒足先が地面に触れなb‘縫 あどが扶 高欽E華 1 からだをびくつかせ l
度・の高さの欽1!世HJfi手で錦り 禄の上に (鉄棒の たり ，腕を作ばし切ら |
体'a:"'!っすくに:{Ijばしてぶら下がとる 完全に喜| なし・とこ なb、で内げはじめた窃
5 、
2 「始めJ71合凶で ，あごが 3上げら るでは ， 合は無効とする。
懸 鉄幕張。、上まで山るように， 腕 れたのをf 折れる心 2 あごカ敬事手の上HこE包
霊腕'
をじゅうぶん助げて体を引き 1固と数 配めなし‘ なげれば回数に数えな
懸 l飽げ 上げる。その後，腕をゆるめ 九る。 竹 ・木著書 l<1o 
j号 てもとの姿鈴にかえる。 を依って 5 長身で足先が地面に
子 。 3 この運動をできるだけ多〈
もよし、。) っく者はひざを曲げて
、-' 繰りかえし般大川殺を成績と 行なってもよい。
する。
一一
蚤 手L鼠の高さの{底鉄縁を)1負手 両腕を曲 {正鉄様( からだがつねにー直
6 で銀り，両腕と休を伸ばし， げて欽務 竹 ".-1に掛 線になるように，まつ〆曲、 斜
持 !主官 JP 斜めに鉄
に胸のつ (i高きを すぐに伸ばしておく。
人 腕 降下に増 レた凶数 掬民rする 2 実纏中にかかとが移
的
曲 れ下がる。 を数える。 ために， 動しないように持劫げ
筋 女
2 腕とからだのなす角度をほぼ マット ， 者が足首をおさえる。
力 、子-' l己的になるようにかかとの 1告を使う〕
、J 位置ををめる。 直角三角
5 腕を曲げて肱}毛f耳来事告にひき 1移めてE規
つけ ，しかるのち ，腕を伸ば (腕と月悶
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縁 日 方 1去
してもとの姿勢にかえる。
5 との運動をできるだけ多〈
繰りかえす。
! 門 ~l ~ 
7 
計測 |用具
体との角
度をきあ
る)
留意事項
踏台昇降I1 
運動
上国のような万廷で ，1分
簡に.50回の割合で3分閣総
5分閉め
昇降を終
男子40 
cm.女子
1 測定者は .2抄ごと
に !f1 n の号令をかげ
復訓fr':J持久性〉
全密 gに共
通 した配慮
続 して台を昇降する。
2 台に昇り始めるときは，毎
回同じ足で鼻り始診るのがよ
えたら，
iEiちに台
に寝をか
3 5 C/mi}) 
4ロA 
ストップワ
いが，鐙れてき たら，途中で |げきせ . Iオッテ
昇り始めの足をかえても容し |逮動後 1I 
っかえなし、。 I分から 1 . 
3 台上では ，ひざを伸ばして |分.50 f少
直立の姿勢をとる。 Iまで，2 
分から 2
分 30;沙
まで.3 
分から3
分 30秒
までの3
回脈聴を
測定する。
判定指数
は!R(J)公
式によっ
て求める。
るようにするとよし・。
2 途中で運動を継続す
ることができなくなっ
たり .3回以上おくれ
たときは ，運動を中止
させて，直ちにその運
動総統時簡を言識させ
る。ま たこの場合の&~
I専の測定はすぐに信!被
な万波で行なう。
5 測定瞬樽数は， 3日
砂怖のものをさすので
あ込
昇降巡2坊の継続l時閣 (秒)x 1 0 0 
2×五回のまtl'iE駅糠数の合計
1 調査の前後には ，適当に滋備運動および修正室運動を行なう。
2 児2主・主主徒の健康状態をあらかじめ骨文て ，不適当と思うおはZ拍対象治、ら
除外する。
5 適当なものを 2- .5俊白組み合わせ ，緋必1などによ って総務的に実施するよ
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2大
3 /J、
4縫
うにする。
4 正しし、方践をよく理解きせ， 1.-2回練習させてから測をする。
5 ~震i諸条件の良好な状態で ， 午前 ?・ o 0 -1 1・o0 ，午後1・o0 _ 3 . (J~ 
12での時間に ，運動に迭する軽装で実絡させる。
ク 栄養類別企品調査
毎日の食事にどんなものを食べてし‘るかを調べ ，宋養摂取の傾向と ，両者の特奨牲をさぐ
るためにこの調査念行なった。指定した月日の朝 ，昼 ，夕食民こ食べた食品名を，栄養類別食
品分類表にもとづき， 符号で~('.，へ できる よ うな次の用紙によって揚べた。なお ， i局査の月日
には， ワイークデーを 2日とり ，週末 ，日曜と選んだ。
民 旦ょj
類
1 担任の先生F乙
この調査は ，小学校では 6王手1:..申告雲絞では3王手生の金児君主.4:徒につし‘て行なうもの
です。全員がもれit.く記入して提出する よう ，適切な指導を願し、ます。
2 児管 ・生徒 に
この調査まは ，身体の発遂と栄養との関連を研究するために行なうもので .1 0月17日
(木)から 10月20 (日)をでの 4日制に毎日の食事にどんなものを食べたかを調べる
ものです。食べたもののなまえ(食品名)と掲裂の材料宏全音色蕎レてください。それらを
毎さし‘れるときには ，下記の宋養類別食品分綴表をよく みて ，類別の番号だげ量書きいれれ
ばよ L ・のですから ， 記入伊.~ にならって毎日忘れないでそれぞれ~ë!I\ し. '1 0月 2 1臼 (}j)
に担任0)先生に提出してくださしb 
栄喜堅実質別食品分類涙
食 口 -wリ 額 食 ロtコ口 O11 <1" 
米 白米 ，七分っさ米 ，*製品
10 その他Jl みずき，えんどう ，It、んげん ，そ
豆類 らまめ，ピーナッツ
麦 大変 ，大変製品 1鮮魚類 鮮魚， 滋およびむき身の魚介類
麦 寸法 ，小麦粉 ，小麦粉製品 12干 魚 |煮』まし，いれし
一
穀 はだ，かさ麦び，えんぱく ，とうもろとし ， Jうわ，ひえ
13魚 介 |さかなつ くだ煮ゆ肝，魚か
加 工 品んづめ
1さつましも，じゃがしも，さとL 14殻 付 cf)~り ， はまぐり ，し じみ ，カミき，
5し、も 類 も，八つ疎 ，じねんじよ Eミ 類 ばか貝
£砂糖祭 I砂絵絡演，染あめ防，はちみつ ，ジャム 15獣 ，鳥 とド，馬 ，豚， 兎 ，鶏 ，羊 ，あひる
E母 類 宅告の肉
7油脂 類
なたね泊，だし、ず紬，ごま油，
1oLJs 類 鶏卵，あひる卵，かずのこ，いくら
〆ξターー
8だし、ず だいす.， e:なと 17牛 乳 |特 1..惜し
!とうふ，なっとう ，みそ あぶ ら
?だしサ議貼 あげ 州製品 |粉乳耐L，チーズ
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類 食 a白a f列 類 食 ロ口ロ 例
19緑黄野菜 かぼち宇，にんじん，だいこん葉 23鰐事実自 のり ，こんぶ ，わかめ，青のりほうれん事 ，ちe . 
20その他の だいζん，キク9I なす，たまね 24乾燥野菜 切干だし、こん ，かんぴょう
野菜 ぎ，ごぼう， たけのと ，キャベグ
野tJlみ凡2 をマト ，Vモン 野菜25 つけもの た〈あん ，熔干 ，副神づげ
22その他の りんご ，なし， もも ，うめ，かき，126鞠子品類勾.こしJ.? .しょうゆ
果 実類ぶどう.1，・ちご，<り
(切取り緩)
食 品 調 査
小・中学校 分校 年組 氏公 男・女
家庭の誠業 J農・林・漁・蕗 ・工・ 鉱業.サービス莱 ，
会社員，公務員，その他
~ 朝 食 l 昼 食 タ ft 備 考
白米と変の宮ぎりど あなたの家や地区な
白米めどはん ， 弁当 -給食 ほん.J隊内とじゃが どで ，冠・婚・ 費者-
紙 立 菜のみそしる ， 白米のごはん， いも ，た'1ねぎ ，に 祭などがあ った場合
なまたまど，た たまごやさ ，梅 んじんのごった煮， には.{i言考欄に脅さ
くあん Fまし たくるん 1"hておきなさい。
1 ， 2 0と 9 • 1 ， 1 6と7， 1と2， 1 5と5と
記 八 例 16，25， 2 5 ， 2 0と19と26と
6 • 2 5 •
10局 17B (木〕 弁当 ・給食
10f:l 18日(金) 弁当 ・給食
10月 198 (之) 弁当 ・給食
10月 2)日(日〉 弁当 ・給食
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エ 保健に僕|するきF活状況調蕊
保健に関する意識や翠倒 ，態度ならびに姿勢などの実態を諮べるために ，1J(のような調査
財紙によ っ て質問I'.J.~径で澗奪を行なっ tw，
保健に関:する生活状況調査
しと~.~J
1. 担任の先生に
とめ綱査二は .小学校では 6年生，中学校では 3fI:.<j=_の金児童 .生徒ぞ 対象として行なうもので
す。滋当な時間を利用し ，金魚についていっせいに潟怒してくだおい。
2 兇!IL生 徒 1ニ
ζ の翻玉置は，保健に関係の深い目前集結のさまぢまなことがらと身体発途との側速を研究する
た めに行なうらのです.2崎去をの項毘i主18 a'>ります が 窓味やと とはのわからないものは先生に， 
たずねて，全部の伺いについてOをつけたり，必要なζ とがらを望書きいれたりしてください。
一一一一一ー小.申学佼一一一一分校一一_2E 一一一銭L氏名 努 . 主主
(望itg涯の総業 :農，林 .i魚・ 商 .ェ .-1)ー ピ久栄 ，会社員，公事事貝 ，その他〉
L あなたの家から学事をまで ，どれくらいの/Ifi織がありますか。また .乙のごろどんな方法で滋学
してい忍かはついでひとつ門:10-'eウ け どれくらいの時間がかかるかを曾さ入れな .;n、ー ，
型民から学校までの路線 il1 学 の "J:j 世会 通学;に裂する1時間
畠炉 ねI 分
. 陥n 自 軍去 m 分
自 Eめ 耳ま 分
許t E事 分
ぞ の 他 l うT
ニミ (y>ヰc1この線から電置も 近いE窓際や診儀所まで ，どれくらいの阪商匝がありますかe
(1.1 2 Km宋欄 12) 2 - 4 Km (3; 4 -日Km @ 8-1 2Km ~ 12Km以上
3. 1日のうちで ，いつ編後みがきま す か 白
① 靭産買を洗うとき (.2) 寝る前に ③ 明と夜 @ 食事のあとで ~ ほとんどみ
-bすr.c ~ 、。
4. ~たの問いのひ とつに Oぞ勺け々さい。
111 どぢやむしろのへやでふとん令敷いて寝る。
t2) 獲のへやでふと んを君主い て渡る。
(31 寝台〈簡易ベッ トぞ会主.j')で殺る。
tlJと121こOをつけた人ぱ次の 間いに答 え な芯い。
あなたの家でほ ，ふとんを毎朝かたづけて寝室のそう じをしますか。
111 毎 日する (2) ときとさする 131 ふとんを しいたままに しておく 。
5. とのごろ ，下着〈シヤシ}はだいたい何回くらいでとりかえますか。
(lJ 徳田 121 1-2臼 131 3-5自 14) 6 - 1 0 s (51 1 1日 以 よ
- I 7ー
6. ζのごろ何回おき 〈らいに入浴しますかc
(1) 毎白 (2) 1-2日 (3) 3 --5 8 (4i 6 --1 0 a (5) 1 1日以よ
7. 1 Bのうちで どんとEときに手を洗いますか。洗う場合には い くつでもOをつけ 令さい。， 
(1) 食事の官官 ， 121 外 出か ら帰った と さ (3)用伎のあとで (41 逮 勧や滋ぴのあとで
151 あま り洗わない
8 学校に入学 してからい まs;:でに ，伶折 (侍を折る乙と 〉ぞしたととがありますか。
‘， 
(11 ない j図書究 四 年生のとき
(21 める !原tzgUJ ζ ろんだひ ょうしに 121 向い と とろから怒ち て
(2) 交 通事故で (4) そ の他
9. とのごろ ，次のような病気や異常でとまってい ることはあ り ませんか e ζ ま っている人ほ ，め
てはまるものにOぞっけ なさい。
I1J 公ら くらみやめまい (2) 艇や顔 の trくみ i3) #-震の 減少 (4) はれむのや佼高野炎
'51 ~受慌の下痢
1Qふだん ，涯 を歩く と慢に ，背 ぞ丸 め た前かがみの港型晶、1ことEって い ますか。
11 前かがみだといわれ る。 121 ち ょっと市むかがみです (3) 前かがみでない
1L家 廷 でごはん ぞ食べる と き ，どんな姿努で食べていますか。
!11 精子4こj肢 か りで (2) をきちんと迂殴 して (31 めぐらや燃すわリで
12. 欽で勉強するときに ， ど入役割Lを用いて ~、ますか。
1 J 立;ち机 ，すわり右l.1 rt用車，L (1正となどを利用 した もの}
13.家で孜・勉強するとき ，どんな照明ぞ用い て い ますか。
1J 電 工事のスタン ド
121 すわり机
(3) 代用かL(は となどを利用した もの }
(4) 相しを使わ ない
14.牛手しやや き手Lを欽ん でいますかの
:4) 机を使わない
f1J御岳飲んでい る ① 靭欽'u' ②夕方 飲む、 ③ 寝る官官に飲む 121 ときどき飲む
¥31 ほとんど飲まない
15.栄華藍剤やビタミ ン3刊を飲んでい ますか。
!lJ 毎日欽んでい る fそのなまえ
12) ときどき飲む (3) はとんど歓喜まない
16.翼民庭で筒食 tおやつ〉 を食べますか。
(l)飯田食べる 最 近食べたもの ① ② ③ 
いつ食べ ますか φ伺宅 して夕食 までのめいだに③ 夕 食 後かろ穫る
121 とき どき食べる (31 ほとんど食べない までのめいだに
17. a<.撃の手伝い と してどんなとと を しますが。 春 ，亥 ，秋 ，冬にわけ ，そ れぞれの季節について
多くするものからj胞に い くつでも書湾なさい。
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??
?
??
?
?
??
?
?
? ??? ?
???
(3) 
(31 
(3) 
(3) 
(4) 
(4) 
(4) 
(4) 
18.型車の人がふだん苫っ ているととで，病気の療法や食事についてのいいったえや迷信と思われる
ととを ，知っているだけ脅さなさいバたとえば ，てんぷらとすいかの食べ合わせはよく ない .
など}
????
???
?
??
才 さEi常時程i思盗
一 自の生活時程のうちで ，と〈に身体発途と大きな鎚速があると忽われる醐民時閣 ，家績
の手伝い ， 遊び ， クラブ活動に|袋定して ， 次の方段と禄式によって~活時程調査を行なった。
この調歪jヲ白も食品調査と閉じ く指定した。
lτ五一;、1
L 泊tEの先ヨ三に
ζ の裁l廷は 小学校では 6$呈 申学校では 5年モの企兇王室.s:告をについて行ぽうものです。， 一 一ー
会員が渡れなく犯人して提出するよう，適切な指善事~!!i買います@
2 児童霊.~徒に
ζ の翻盟主 ，身体の発達と運動やてつだい ，睡眠時間などとの鈎速を研究するために行なうも…1 0月 17回一ら 1日月 20白 川までの 4回開口記の亡コ併に
あげてゐることがらについて ，それらぞどれくらい〈時間 〉行なったかそ調べるものです。項目
の下に{ }のついているものは，その内容を f 〉の申4こ書き入れてください。
紀入飢lになら?で ，それぞれの明自の番号と内容ぞ傍目忘れないで望書きいれ .1 0月 21 8 
f月〉に担任の先£に提出してください c
1起床 2てつだい 5クラブ活動 4あそび 5家庭学習 6 li¥)償還
切取り線
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生
?
時 程調 3堅
一一一一 小・中学校 分絞一一一一翌 週 氏名一 男・ 女
(家庭の峨草壁 :縫 ・林 漁 ・商 ・工・ 鉱業 ，きがー ピス業，会社員，公務員，その他)
r:- $子 /P "/ /<， 1" '1-"・1・， .，‘・!・.1 ε?，?、 f.4、y ?.?
、ー一一→ セ一一一_.}徐 一々一一ーー一一-ー'一ー 〉
企 勾 5 
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式首言
カ 体育締役 ，設:備等蕊本調否
自軍査の対象桝交の体育磁設 ，設備についての基本的な内容を，次の調葦用紙に記入してい
ただくよう依領した。
? 設.設備等基本調査
ζの調査は ，J尼宣.主従 の身体発注に闘する研 究 の 務総資料とするものであり;;eす。 j&'佼の体育
施設設備等について ，それぞれの積自の該当するものにCをつけ ，必褒事項号ご記入願います。
学校名一一一 一ー IJ、.中学校 分校 f学級数 金 !泡玉置王E徒数S号 名女 名}
記載省職 氏 名 (r=口}
「 締役 .設備について
中認重量.闘精 祭主 重 揃 5仁志師弟理事.無 考r :六ききE空 回× 皿 長聖>i〆ぐレー;j手ヲl7.3-ー ト
体育量直 はりの禽さ マyト野オ手ー宿ッレ字
コート
大 きさ rn)ぐ rn ゴニ
庭 ず十
回簡の |オヤシウシ
丑E動場 士也 オ脅Z エープ
土Pヤニ〆
クa ノレ
三;， .1.、
--" 
mX す べm 
り 台
プ ーー ノレ
国
ブラ
:/コ
ノ、ぐyタ 問 主主 m)イ
ユ、ノ ーー
m 
ソ ー
酷× 定 道渓かF
活支J'fl 血× m t量な準重(り勺〉
砂亀島
跳や
四x m 量産
く用
臨l定
欽 高
f~ 貴司 S孟
包l定 -fldーι縛 t')!.
，U 
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司 自臨時 〈クラブ活動以外〉における運動用具の貸し出しについて
1 s;苦し出しを行ない ，~書院に使用きしている。
イ 筏幸8 (日目訟を匹余く〉 ロ特定の臼 ハ その他
貸し出している逮助用具 f下記のほかにある場合には，書き加えてくど芯ι、。〉
イ ドッジボー ル ， 口 唱え式野球用 具 ハソフトポール ニバレーボー ル
ホ パスケ y トポーJレ ヘ サ ッカー ボーノレ トとぴなわ チ ノくー ベ )V
リダンベル ヌ 皐 E事用具 ノレバドミントン剤具 ヲ ヲ
2 俊し出していない その麹底を下にお省きください。
(3) 理 由
(31対象
ア他出学校
へき地j茨輿E去によってをめ られてし‘る 「へき地学校級地別基準Jにしたがって，へき地学
校に指宅宣されてし、るうちで，へき地位の縫い学校を抽出する ために， 3級地以上の全学校
(単級分4交を除く )を対象とした。ただし ， 中学校では対象児議~徒の必要数を権保できな
いので， 2級地を一部含んでいる。
都市の学校の抽出にあたっては，新潟市の岡市域内にある学校で，都市性の強b、地駿を
段区と してし、る学校を対象とした。
イ 対象兇叢生徒
小学校 6年児家 i
計 へき地，都市ともにそれぞれ約 40 0名ずつ
中学校 5年生徒 j
抽出学校および対象児業生徒数一覧表は別表のとおりである。
抽出学校および対象児童生徒数一覧表
へき地
寸~ 校
トー一一-
F均ー i碕 下 間 やI 緑町小 吉 ケ平 分 3 1 6 
業 喜重 上 JII 討。 西川小 神谷分 3 1 9 
今 七名 小 大倉 分
ト一一
吉 志 山 古 志村 緩苧i京 小
砂 芹 ま平小 I 1 3 I 
:it 1是正 )11 ロ 町 回2芝山 小 山ノ相川l分 5 7 
湯 之谷村 耳ミ4号之谷小 際ノ巣分 5 5 
南・ 魚 e，鱈f 沢 町 三国 小 浅貝分 3 6 
中 魚 律 関 flIJ 秋成 小 結東分 3 8 
ーー。。ιι 一
~ら 校 級 地|児童生徒数
中魚 冷醇町 秋波小 府複分 5 5 
Ij " ノ〈赤沢分 5 7 
Eト1盟付 滑律 1峡小 土 倉分 5 5 
刈羽 高柳町 石 黒小 3 4 7 
組合 1向谷小 3 色
東 頚 i俗代町 松代小 下山分 5 f 
" 伊沢小 海老分
-・h
5 ? 
.， 北山小 r.-;， :ijl分 3 1 5 
包，〆 Ij 団代 分 3 1 1 
Ij 純生小 ミ手 間 分 玉 1 6 
Ij φ 犠明分 3 1 1 
中頚 古 )1 I!J 川谷小 一3 29 
妙 I句村 重量 室主 1、 5 1 7 
岩船 59 /1 村 女 Jlf小 S 麦 分 3 4 
? )1  ~ヒ小 上 ノ沢分 5 5 
朝 日村 二出潟二小 4 5 
山 北村 m s 6 
4少 中継小 山R露関分 4 ι 
粟島浦 和I 粟 島浦 小 5 1 4 
? Ij 釜石分 5 1 0 ._ 
注 君主 小木町 深 1扇小 5 1 7 
t笥但 中 ノ俣小 5 1 9 
十日町 六筒 塩ノ叉 分 3 6 
村上 円切谷 小 大泉問分 4 5 
両 t主 内海符小 E 1 6 
31::鴻島 小 4 ? 
計 3 5 4 3 2 
新潟市
(uj屋小 90 
鏡 潟 'J、 9 0 
白山 9 0 
新潟 小 9 0 
大畑 小 9 0 
計 5 450 
東稀 上川村 西 11 cp 神谷分 5 5 
主 )r 1 1可 津}If 申 鳥井分 2 1 1 
.E&3ー ・u曹司.・ 山古志村 鐙 ~J京 中 5 4 8 
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志 山首志村
" 
[__jj;;_ 魚、 川口町
i湯之谷 町
南 魚 湯沢町
大和町
中 魚 津南 町
中里町
川 泊町
トー メー1 3T;f 高柳町
組合
E反 銀 佳代町
中 頚 吉川町
妙高村
白 里高 青海町
主討 量色 関川 付
新 呂去す
"，. 
山 北村
" 
" 
粟島浦村
低 7皮 小本; 品7
I笥 回
村 上
雨 際
小千谷
十日町
壱t
菊?潟 rn
計
d =- F交
山古志中
ゐ
回変山中
第二~之谷中
三関中
薮 4事 中
中 i索中
出沢中
白 倉中
石 黒中
l馬 谷 中
清水中
川 谷 中
登主査 L
上務中
関谷中
館越中
ニ三館第二中
中俣中
ゐ
'砂
薬品浦中
1]'¥ "7にゆ
中ノイ英中
山辺_mrt
内 1毎府中
" 
真人中
十日問中
3 2 
!鈎~.中
白*Jr中
番手居 中
一業中
舟栄中
5 
芹 i平分
池谷分
山ノ稿)11分
Yoi，~ ノ巣分
浅 同分
辻又分
結束分
:t.倉分
上ノ沢分
柳生戸分
宮 分
山 熊随分
Eロ 継分
.i綴 f甫 分
大 愛国分
jむ~烏分
.it山 分 |
中韮沢分
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2 2 1 
5 1 1 
5 2 
、之， B 
2 5 
5 ? 
5 4 
2 2 5 
3 5 5 
3 ? 
2 2 2 
3 2 1 
3 1 5 
2 ι 
、3 2 
4 4 
4 も
5 も
4 6 
2 1 7 
5 2 2 
5 2 1 
5 1 6 
4 6 
5 2 1 
4 1 1 
2 4 
2 2 
438 
守口
9 0 
90 
9 0 
9 0 
4 50 
(4) 調穫の期日 附相 38年 10月
(5) 現地調査
調査の結果を統計的に処理して外折し ，検dすを加える段階においていくつかの疑問や不明な
点が浮かびでてきたψ それらは ，地域の住民の;憲議と生活の民放，ことに児盆生徒に対する教
育観 ，外的条件としての地形や忍土 ，当記棋の手伝いや遊びの名称と内容 ，迷信ゃ伝承に用いら
れている方言などであるが ，これらをイメー ジにえがくこと もで舎ない状懇でほ ，結泉を適正
に判断するのに明大な支隊がある と 術成 した。そこで ， 百 It~はーはにしかずのたとえのとおり
~)fuを訪れて縫悶机附 し， 方言などについての匁騒 を深めることができた。
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][ 耐究調査の結果と者察 ，ならひに指議上の問題点、
l 発育 に つい て
( J ) 泌~的発育統計技
:; 5 8 
2:; tJ 
1 89 
23ι 
.3 8 1 1 
. 1 a8 
2.1 1 
(tζ〕
1 74 1 08.4 
.3 3 6 
1 4 .~ (4.5 ) 
.3 4 7 
223 1 1 3.3 
2J!3 
一 (4.5) 
.3 5 8 
221 1 1守.2
21 1 (4.4) 
ドー
るι ? 
22.3 1 24.9 。6)
.3 7 1 0 
?22 1 .3).6 
215 
1 3.6.7 
3 8 。.qI 21 5 
長 一寸一一五 一一-
~ I都一主|へ き地|-1-i
"澗"I '"-7" I tr ・ a.gK9‘
(4.7) I (4.7) I (1.9) I (2.1) 
1 1 6.4 1 1 9.1 20，7 
(4.7) (0) (2.2) (幻)
1 21.8 1 24.8 23.2 23.1 
(4.8) (4.9) I (2.5) ! (2.5) 
1 29.9 25.5 25.9 
(5.3) (2.7) (3.0 ) 
1 .36.3 27.9 
1怠25(8M11SD}J; 1 (6.0) (3.1 ) 
1 4 1. 1 。.1)i (3.6) 
.品
109.9 1 1 1.2 1 7.9 1 8.2 
(4.6 ) (4.6 ) (1.9) (2.0) 
115.6 19.9 2日.1
(4.6) (4.8) (2.1 ) (2.3 ) 
1 21.0 1 ')2.9 22.2 22.6 
(5.1 ) (5.1 ) (2.5) (2.7) 
126.3 1 28.9 24.7 
(5.6) (5.7) (3.0 ) (3.2 
1 .32.5 1 35.2 28.0 28.4 
(6.2) (6.5) (3.9) (4.2) I 
1 3宇.3 五五1
(6.8) ! い.8)i (5.1 ) (5.5) ! 
-' 
注ム ζの資料は ，現夜 11才の児貨について ，年令 ，年必ずr遡って翁査したものである。
ム 平均は度数分布カ孟ら算出した平均0)小数第二位以ドを切りすてて ，これに0.5を加えて
ム 調査人員は ，それrぞれ の年令のよ調のものはへき地 ，F，喝のものは侃rnを示してい
ム この注は男 2表にも矢必しているω
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一一 一一
重 H旬 間 .fi 高
8s rfi 市1 1ト13ij都 市 へき地 県 t;s 市
1 '1品K9 54.5cm 56.5 cm 
α1 C骨』 C7J司
62.2 63.2 65.2 
(2.1 ) (2.6 ) (2.5) 1 (2.3) (2.8 ) (2.6) (2.6) 
21.6 58.5 58.3 58.'" 6 5.0 6 7.0 
(:l.5) (2.7) (2.7) (2.4) (2.7) (2.9) (3.0 ) 
24.0 6 1.1. 60.4 68.2 69.5 
(2.7) (2.7 ) (2.ι〉 (2.7) (2.7) (μ) (2.8) 
62.8 70，3 7 1. 9 
(3.3 ) (2.8) (3.0) (3.0) (2.7) (2.9 ) 。目8)
29.7 65.3 .$ 4.4 71.7 72.4 74.4 
(3.8) (2.7) (3.0 ) (3.3 ) (2.8) (2.9) (3.2) 
33.4 .$ 6.8 i ~. ;; 
(4.9) (3.2) 。7) (4.1 ) (3.0 ) (3.3 ) φ.1 ) 
1 8.6 e 1.6 64.8 
(2.0) (2.3) (2.5 ) 〈υ) (2.4 ) (2.6) (2.5) 
20.6 56.7 56.6 
5一〈CE2685046 川 6-〈Z42L3，Y吋)I |
65.3 66.3 
(2.4 ) (2め ο8) (3.0 ) (2.5) 
23.0 59.0 67.8 68.9 
(2.7) (27) (2.9) (2.8) (2.7) 
25.9 品日.8 70，2 7 1.5 
(3.3 ) (3.日) 。.2) (3.1) φ.9) (3.1 ) (3.0 ) 
29.5 晶玉5 晶玉5 72.1 74.4 
(4.5 ) (5.6 ) (3.9) 。.7) (3.1 ) (3.4 ) (3.5) 
ニ)l d(;;)6747ぷ|引 7(;;)一一型)I (4.7)! (4.9) i (4竺l_l
算出し， (標準儒差)は分布を平方に開き小数m 2位を 4~合 5 入して第 1 位まで求めた。
るが ，項同によって多少の変動がある。
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~ 2 君主 遡 及 的
〔刻 中学校3年生
峰三F苛Tご百¥竜三去よ区ど久長-----分¥ 
』普 長 体
へ き地 県 部 市 ノ¥ き地 県
α'ft cm αR 
1 1 1.8 匂 18.l9 11 8.~ 
3 0 
169 108.8 1 10.3 
6 
(4.5) (4.5) (2.0) (2.0) 207 (4.8) 
1 7日 1 1 4.0 1 15.9 20.5 20.8 
3 1 7 
(5.0) (4.8 ) (4.7) 204 (2.2) (2.0) 
167 1 2 0.9 1 23.0 22.7 22.9 
8 
(5.2) (4.9) (4.9 ) (2.4 ) 204 (2.5) 
1.67 124.3 1 25.9 1 28.2 24.8 25.2 
3 .3 ? 
21 5 (5.0 ) (5.0) (5.2) (2.7) (2.8) 
1 73 129.0 1 3 1.1. 1.3 3.1 27.2 27.6 
3 4 1 0 
(予.221 5 (5.3) (5.5) 。1) (3.1・〉
17日 1 .33.8 1.3 5.5 138.3 30.5 
3 5 1 
(5.7 ) (5.7) (5.8) (3.9) (3.8) 21 S 
1 83 1 40.1 1 46.6 33.8 35.2 
3 6 1. 2 
σ.8) (5.5) 224 (6.8) σ.2) (5.1) ~ 
185 1 49.6 1 5 5.2 40.4 
3 7 1.3 
σ.3 ) 224 
< 
(8.0 ) (8.5) やゐ〕 (6.7) 
i 1.4 1 84 154.3 1 60.1 い8) l
46.2 
3 8 
(7.6) かる) (7.6 ) ひ0)226 
! 
〔女)
1 62 I 107.5 1日9.5 11 0.7 1 7.7 1 8.1 
6 
1 84 (4.6 ) (4.6) (4.4 ) (2.0) (2.0) 
1 62 1 1 3.0 1 1 4.9 1 1 6.1. I 1 9.7 <，0.0 
3 1 7 
1 87 θ.7) (4.6) (4.9 ) (2.3 ) (2.2) 
斗
1. 2 O.日 1 21.9 21.8 22.3 
8 
1 83 (4.9 ) (4.9) (4.9) (2.7) ο.6) 
1 60 1 23.5 1. 2 5.2 1 27.5 24.2 24.7 
9 
。.1) 1 86 (5.4) く5.2) (5.5 ) (3.0) 
1 62 1 2守.2 130.9 1 3 4.0 27.3 27.4 
.3 4 1. 0 
(6.0 ) 194 (5.6 ) (6.0 ) 。7) (3.9) 
1..35.6 1.3 7.5 1 40.6 31.2 31.7 
五5 1 1 
21 6 (6.3 ) (6.5) (6.5) い.8) (4.4 ) 
1 41.6 1 43.9 1 46.6 35.9 .3 7.5 
3 6 1 2 
205 。2) 。.7) (6.5 ) (5.8 ) (6.1 ) 
1 7 1 1 46.3 1 49.0 1 50.1 4 1.6 42.2 
.3 7 1 3 
(5.5) (6.1.) I 207 (5白7) 。.7) (6.0) 
1 7 4 1 49.5 
3 8 
208 (5.2) 0.2) 仏1)I (6.0)l 
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発 育 統 計
宅三~
<a 
i L :: 
(:$.8) (:$.2) (3.8) 。0)円:五五7 も7.2 66.玉 ι1.4 
(5.6) (4.1.) (4.3) (4.9) 
38.1 71.3 708 7 1.1 78.0 79.3 8白.6
(5.7 ) (4.5 ) (5.2 ) 。.0) (3.7) (4.0 ) (3.9) 
74.5 
a 8(5日a24a6)J1 l|
82.1. 42.2 75.7 74.4 82.9 
(5.7 ) 。0) (5.0 ) 。9) (3.4) (3.3) 
' 
45.6 79.1 77.9 16.2 83.6 84.9 
(5.3) ! (4.5) ! (4.8)‘ (4.5 ) (3.0) (4.6 ) 
一一一一一一一一.--一 一一一一
-29ー
第 3 麦
小学校 61，;手児A
標 準
長 1 体重
市 | へきJ:il! I 郎
rT-51E一円「
i I I 
訂十石 oI 0.1 5 I O.1 6 
055 1 a18 1 017 1 a18 
a40 I 0・20Iロo 0.22 
MI 0.2 3 I o. 2 o: 0.25 
Q48 ! Q26 I Q34 I Q32 
地
3 3 ι 
7 -1-0.37 I 0.30 
9 1 0げ 斗
3 4 
3 5 
日6T
中学校 3'手生
」
????
?? ? ?
『?
??
?
?
?
????
?
??
??
?
ι . 0.3 O 0.36 0.31 0.1 5 0.15 5日 0.13 
3 1 7 0.38 0.37 0.3 ~ 0.43 0.17 0.1 7 0.15 
一 一32 8 0.40 0.39 0.3乙 0.37 0.17 0.21 3.16 
0.36 ! 一一3 3 ? 0.38 0.41 0.21 0.25 0.22 
3 " 
1 0 O. ，1 0 0.44 0.37 0，24 0.29 0.2 O 
3 5 1 1 日43 I 0，50 0.39 0.47 0.31 0.37 0.32 
3 6 1 2 0.51 1 0.47 0.52 0.46 0.37 0.4 4 J.42 ._-
3 7 1 3 0.53 ‘ 0.42 IL57 0.40 0.49 0.50 
141」，唱 0560.40 i 0.50 竺斗 0.51 3 8 -・・園周酔・-与- ・・ ・・・圃ト-聞句_.・4 司'同噛酬噌聞.圃'同F・-司-・， - J・ーー 一 一
::r"表と茶2表は ，小学校4年'R，ti宣と中学校 3'手生について ，そ九ぞれの年令と年l交をさかのぼ
り，身長，体重 ，胸凶 ，~定 f喝の必1)定:他省ピi.ri.等学校で行な っている健威診断の結果に もとづいて調べ
た集計表で ，へき地 ，県，t:lfi市のそれぞれの平向他 と桜準偏差を しめしたものである。すなわち，
小学校&俸の児重量では 6，5.4.ゑ2，1年と学年をミきかのぼって潟べたもの"':eiうる。同様に ，中学技3
年生では ，中学佼 3.乙1支持、必刈:lt交6ふ・uえ 1年ど殺マごもので ，これによって棄の発育曲線を拾〈 ζ
とがでさる。これ色Dj立をもとにして，へき地とお行の児市生徒にみられ る発育の特色と，メ目途点
については(2)以~に詳細にわたって分前レ ， 多面的な噌すを加えてその様車買をは鐙する予定であるが
ここでは簡単に発育の傾向を概炉し てお〈にとどめたb・。渦 5畿は ，.fti脊統計につし‘て標準点澄を
'~~111 して;1'したものである。
本県 l尼世生徒の，懐準的な ~r寄に比i交 して ， へ ê!地と都市の児.，民生l，tが どのよ うな発育の傾向公示
してし‘るかを版活的にli援するために ，弼 2表(q:r学校3停生の遡及的発背統計〕をグラフ化して
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誤差
0.20 
0.23 0.21 
0.31 0.20 0.24 0.22 I 0.26 。‘20 0.21 
0.37 0.24 0.32 I 0.26 ! 0.32 Cl.22 I 0.23 I 0.30 I 0.27 
ヱヨ二二」
己J
I五η
!干
0.20 
O.?3 
0.21 
0.21 
?」?????
0.20 0.20 I 1).1 9 19 ! 0.1. 9 I 
:!:山: 0.22 0.20 I 0.21 0.21 
日.23 0.24 
0.1 9 I 0.23 
?
??
?
? ??
?
?? 0.21 
0.34 0.23 
0.35 
0.37 
0.31 
示したものが沸4図(1)，(2)， (3)， (4)でわるL
第 4関(1)
事長
(2) 
，2:~ 
0.23 
0.21 0.20 I 0.1守
0.21 
0.24 0.21 I 0.22 
0.25 
0.27 0.20 I O.2i 
0.28 
!0.31 | ! 
0.26 
0.23 
休宣
u. 
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(3) 
lo-:' 
1. 
II 1 
ι 一一一-.一一一一一一 一 一， s " I'~ 刷
?，???
必 J誌
，也.
これによると ，身長 ，f本義， 寺院高で~i 1"故紙次点です笥迩はあるが， 間.1t!)m ~巴!廷生i定が男女ともに県
の{翠準よりもさらに下Bっている ことがわかる。ところが ，舟闘においては ，へき地の児逗生徒の
発育が叡ぽおよび県平均よりも総体均によl司っている し，ことに低年令j萄でこの!渇きの大きいこと
がわかる。 また， 会綾的iC.{，s I白ぴ}シダ1誕生i走の女子は， j県およびへきJiBの女子よりも早い年令におい
て男子のi~背番f しのく・ ことが注目 される。
(2l へき地の児資生徒{;j:、胸liIlがすぐれているか差はないが、 身長、体重、属高では劣っている。
策 4 表はへきz也と ~市の児窓生伐の体伎役比依するために，それぞれのJ貞自について平均値
の差とその有志笈 ちみたものであるu これによると ，小学校6年兇黛と中学校5年生にわたっ
て共温的にみられる大き次特色は ，へき地のほうが舟認にすぐれているか麦のないことであり ，
郷市の児i室生徒は身長と休業 ，およびj復高がすぐれていることである。
このような現象がどのような袈iおによってもたされたものであるかについては ，このよ意調査
をとmして総合的に判断をくだすのが妥当と忠われるので ，ことでば ，単に現象的な1側面の特
異性として待記しておくにとどめたい。
-;$ 2ー
第 4 平 均
小学校る年兇選
{直 の 差 と 検 ~ A仁
み度. "区 身 長 ↓-丘一 重 i| 胸 囲 ! 泌高
i主主i ト女男 | 再守:年令¥ i |差 i検定|差 !検定!差 !検定 差 I ，~Æ: 1 
~;__ ~- 14 .~ i @ 12.81 Q)i 0.91 Q) i日710Mi-05|
34 7 1401 @ 13.8 。 I0 81 @ 1 0.71 Q>1-021 トOAj。:っ2.01'Q> !っ2 c 
35 8 14.3 I (Q)13.7 。 I0.81 ~Q) 1 0.81 @ト吋oト1.01(QJ ! 2.1 I 'c>12.0 c 
36 9 i 4.5I @ 14.0 。 i1.2! Q>11.21 l~) i-同 ト0.7 ! 2.21@ 11.9 lQ 
37 1 0 i 5.9: (ol !μL (Q):_1.8: @ ! 1.3!i~ t-ω| 十1.61@ I 2.71 ~ 12.2 c 
2. 
.ー ・
ーー “一 一ー一一一ー 一ー一一一一 一ー一一一ー」一一一一一一一一一一一一一"1笠_1=1企一
平均値のArま，l:r) r~Tーへき地の計算をし ， ーの附してあるものは ， へき地の t尼Æ . 生徒のほう
が数値と して上回っていることを示している。
。の付してあるものは ，危険率
有怠差~2Rわしている。
O.日 1%以上で主主ーのあるらのを表わし， 0は危険率O.0 5で
(3) へき地と都市の児資生徒で、 最も大きな警を示すのは体重量である。
第5図(1)は，へき地の児ijl生伎のそれぞれの停令における発脊率を 10 0 %とし ，それに対する
郎市児筆生徒の発脊率を図示したものである。この闘では ， 身長 ， 体宣言 ， 胸囲 ，~高のそれぞれ
の測定値について共通した基準でみることができるので， I苛者の1旬に表われている間選苦どはっき
りとよみとることができょうu
これによる と，へき地とJ沼市で;辰も大きな聞きを示しているものは体重であることがわかる。
中学校では ，男子と女子とでピークに年令のずれはあろが ，(也の測定項自とはかけ維れた大きな
差を不していとととが . と く に注目さn.る。とれば ， へき地と ，~1~市との栄養筏取の而における質
的な違いと， 性目立熟の年令的なずれなどが主要な原因となっているものと思わ九為。このうら，
栄袋摂取については ，栄建額別食品鴻査の結果の分析において詳しく述べたい。
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???第 5関
へも砲の坦量生喧吹'h.却司書E童ltlま"ll:貨客
?
??
崎・a
(.，.司E袋き勾!i)
主Aml'-
j茨戸倦棺
.，'‘ 傘$
込亡三三そ
プ7
(.ト奇Ht‘急事2.)
~ 測れ
術'"
『ヴマ
フ~三:...---
岬 -
4常
次に特記すべき こと は ， さきに述べたようにへき地!危~生徒のほうがj肉闘ですぐれているか
差のないことをはっさりとよみとることができる。 また，身長と獲高では ，小・ 中学校ともに
is 1官のほうが寸ぐれていることも明らかにわかる。
へきl也、鶴市の究室生徒には、ともに発育の向ょがみられる。
第5図(2)ほ昭和初年度小学校入学児登 ，すなわちこめ凋査における中学校5年生と ，昭和
五五年度入学児盛，すなわ1;.，このJdl査における小学校6年児援とについて，小学校の在学期
( 4) 
問中における発脊の畑違宏、発育率によってみたるのでるるω この何者には，年次的に3か年の
乏があることになるυ そして， ζの図ではl砲相 30年度入学!尼」韮の発育率を 10 0必とし，こ
れに対応してそれぞれの年令における絹栂33年度入学児誕の発育怒宥伏|示 してある。
これによると ，さまざまな様十習を示している ことがよみとれるが，全体的には 33年度入学
児暴Zのほうが，へき。地，占sr行ともに体伎の向上している ことがわかる。男子では， li宮市の児選
のほうがへき地の児妥よりも全般的に休位の向上しているととが明らかであり，とくに体重の
増加率は他のものよりもかけ河盛れて高いととが注目される。と ころが ，女子では身長を除いて
体重や絢聞，!Ii r誌と もにへき地の児tきのほうが郷市の児屯よりも ， 総体的IC発育~の大きいこ
とを示している。胸H買を除いたそれぞれの品1I定項目の絶対般では，白日I町0)女子児Q1のすぐれて
いることはさきにみてきたとおりであるが， 3 か年: IJ~におりる発育率ではへき.~のほうがよい
ことになる。とれには，いろいるな豊雲閣がかかわり合っていると考えられるが，主として，都
市のf尼選よりは遅ればせではあるが{生成熟がこの5か年において促進溢れているから・ではある
まいかゆとにかく， 3かヰfの経過において ，発予干の商における加迷lι現象は ，へき地 ，都市の
i足袋に共i援して対こっており ，ますま 4-C本{立が向上している といえる。
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篤 5捌 (2)
.......~‘ 
，、.
1U--
t軍手 3. . 
‘7:るB
轟*
昭和.3~・E直人当nt量 に討する鹿骨Jj lf....入零宜量d)i!tJ!・
一¥休宜/ 戸二寸|胸竃
a-‘ \〉乙//グミ~
件直 .  .. ，島
- dごご 六戸士、斗/ーっ
2 運動椴能の発 達につ いて
;ns表は運動機能縫査結果の集計と ，へき:'II!と都市の児m生徒のそれぞれの骨量力についての業
を示したものである。 この表の奇者の発を視覚的にいっそうはっきりさせるためにグラフ化した
のが沼6図である ω とれらをらとにして ，その特異性をみると，次のような弱点、令指摘すること
ができる。なお ，i;f5 6図においては，0を基准と して十のほうがへき児寄生徒のす〈・れているこ
と公示しているし ，ー のほうでは，紹rfi児il生徒のまさっていることを表わしている。
(J) 倣しょ'"，性でl;;t有意なをはみられない。
戒しよう性をみようとする反復械とびのテス トの結果では ，数億のうえでは ，tjs市の小学校
全年尼4互の男子と女子，中学校34:.生の女子が上回っている。また ，中学校5年生の男子では
へき地のほうが上4っていることがわかるω けれども ，統計的な織作によって茅の検定を行な
っ ζみると ，この差は第 S~切に示すと おり ， けっして有志な差とはいえないことが明らかであ
るω
lX: 1変憐とびは ，中央線から左省へそれぞれ12 0仰のとこうに引いた2本の線の問を敏速に
右おにサイドステ y プして， 20 秒間~彼す るテストであ って ， 全身を過敏に移動させねばな
らない。このためには，主として測の筋力0)敏速なはたらさが要求され，しかも，その筋と伸
経との協応が巧みに行なわれる必袋がある。 また ，技術的には過i刻長を徐いて運動したほうが
その能当置をあげるために霊祭々得点Pなる。このような総選な勤きを 20抄濁つづけるために
は，持久的な要因としてのλタミナと浅田な怠志力とがある程度必要となってくるであるう。
敏し主う性をみるテス トは，このほかにもさ圭ざまならのがあるが ，その代表的なものであ
るパーピーテス トのように ，その制定時i.lIが 10;秒間というごく短かい符闘で実織されるもの
であれば ，おそらくへき地と飢市とのふははっきり とで てくる ととであろう。昭和36 fFL笠に
行なった当教育研究所の起動能力調査に対いても ，山村と郎Jf.i・(J)児d置ではパーピーテストによ
る能力殺は明らかであった。とこるが，この反復横とびは ，身体をた右に移動寸る距綴は240
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omであるし，時間的にも 20抄{渇であるために，パーピーテストによってみるととのできる敏
しよう性とは質的に奨なったものである。このテストでは，かなりに:助きの大きい動作を反復
するわ付であるが，この必きをかりに直線的に行なうものとすれば，おそらく 15 0 ~ 2 0 s 
mくらいの短経緯疾走に匹敵することとなるわけであるから，これによってもこのテストによ
ってみることのできる放しょう性の内容を推測できるであろう。このような運動を行なうため
には，当然持久的な運動要因が必要となるのであるから，へき地氾垂生徒の形態的な発育の特
色がじ中うぶんにいかされることとなるのであろう。それは，発育調査の項でみてきたように
へき地の児誕生徒は都市の足袋生徒に比べて ，，淘幽がすぐれているか有意なさきがなかったので
あるが， ζ の形態上の特色は機能的にも持久性を含んでいるものとみることができるからであ
る。 したが守て， さきに示した ように ，I有者の聞に有意な差がみられないという常長には， こ
のような発育と機彪との密綾な関連のあることが影磁を及Jぎしているものと患われるο
-36-
注第 5 表 選功機 能 前 査集計表
2. 調査人員 (総計 1.6 5 7匂)は，平安白によって多少の変動があるυ
3. iltを示す尚で ，ー の付してあるのは郎市のほうがすぐれており ，そうでないのはへき池の児裳生徒のほうがi長れていること を意味し てい
る。なお ，.gは危険率 0・o1以 Fで有意差のあることを表わしてし、私
ト、
1() 
第 6@ 近E動樹;音色
( J、学校 ゐ 4.生〕
-.<. 
t色，.，.-
〈 中:営哉 3年生)
-& .ー" -2 口
I?ZZZ安沼 へき員包
亡=コ都 市
E多台-"-~傘
2 
愛護主 0・
(2) 上体を前に屈げる柔軟性では、へき地の児主宝生徒がすぐれており、よ体を後方へ反らす柔軟
性では都市の児童室生徒がまさっている。
身体の柔歓性はi関節の可効性によ ってさめられており ，モの可動範圃の広いほど采軟性があ
るといわれる。立位体前腐と伏混入上体反らしのテストによってみよ うとする身休の柔秋性は ，
唱時の中軸ともlt.:t摂関節と脊柱，ならびに胸腐の可3:l!J性同sかわるもので ，前J者では前方に，
後者は後方への柔軟さをみようとするものである。この二つのテストの結果では，立位体前届
でへき地のlJè.M生徒がすぐれており，伏見入仁体反らしでr.s市の児窓生徒がま さっているか ，~
窓な差のないことがわかったa このように，へき地と邸行の児星生受の対照的な待伎がどのよ
うな要因によ ってもたらされたものなのかは ，明搬に決定づけられないが ，少なくとも L用，
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不用 1の原理を適用する ことができょう。適切に用いられる身体とその部分の機能や惰治は ，
いっそう織強されることはいうまでもないととるである。
へき地の児li生徒は ，後述する生活時程調査の中にもりこまれている家事の手伝いとしての
a・体業などの家業の手伝いを多 〈行なっている。 これに比べて ，布市の児室生徒i;t.(まとんど
家業の手伝いを行なっていない。そして，へき地:厄轟生徒0)行念う家業の手伝いは ，上体を官官
屈する作業形式が多いのであるから，対そら〈これがおもな要因となっ'-Iへき地児盆生徒の
この面での特性を表わすこととなっているものと忽われる。と とろが ，上体を後方に反らす柔
軟性が郡市の児重量生徒より劣っているのは，やはり家業の手伝いによる作業形式と密綾なかか
わりのdうることはいうまでもない。すなわら ，作業中に上体を前方に屈げるととの多い場合に
は，これを補正するために上体を後方に反らすき Iう正動作がなければ筋や関節は固定されて
しまうであろう。
(8) 垂直銚力は、都市の児il生徒がすぐれている。
腕発的な垂直跳力をみようとする垂直とびでは ，おもにパワーとしての潟筋力のあることが
さめてとなっている。この紛が神経との過，;f;..な協比ー によって，いっきょHこその後能を発帰fる
こととなる。この能力では， tJ、.中学校をとおしてA市の兜窓生徒がすぐれているか， 中学校
3年生女子では還のない結果となっている。この結果については ，身体の形態的な特色によっ
てもたらされている義ということができるのではああまいか。
郎市の児童生徒はへ会地の児書生徒に比べて，身長の発脊がはるかにまさっているととにつ
いては ，すでにみてきたところである。この身長差があることは，J却の筋肉の緯造にも当然差
があることとなる。筋の形状ゃ犠迭の違いは，その裁告をの違いとなって表われるものと恩われ
る。しかし，筋力の発f噂されるメカニズムについては ，実に複雑なさまざまな要因が関連して
いることはいうまでもないと ころであり ，とくに ，栄養や日 常の滋びゃ運動 ，手伝いなどの影響
はみのがせない。これらの伺違については，栄養類別食品調査中生活時程制金の結果において
明らかにしようと考えているので ，詳しくはそれを委照されたb、
(4 ) 懸垂腕掲げによる筋持久性は、男子ではへき地、女子では都市の児窓生徒がすぐれている。
・屯動機能調査の実泌嬰領で示しておいたとおり ，腕の持久的な筋力をみようとするこのテス
トでは，男子は長級唯，女子は斜重量委主によるば復腕曲げの方法によった。このう bで，女子の
斜議丞純白げでは ，般機の高さと ，それとの身体ならひーにi司腕のなす角度を厳正に直角に規制
しないと ，そのち主就回数に大きな変動をきたすこととなってしまう.だから， このテストを行
なうには大三角定規をmいでこの角度を般車に保つように実噂の要領を定めたわけである。
ζのテストの結果では ，小 ・中学校ともに男子ではへき地の児誕生徒がすぐれた能力を示し
女子では係市の児&生徒がすぐれていることが明らかとなうた。 これは ，男子の場合に ，家業
や雑用の手伝いを行なう者のはるかに多いへき;地の児量生徒が，この能力で郷市の!危証言生古!・よ
りもまさっているのは当然のことと恩われ，る。けれども ，女子ではかえって都市の児遭生徒が
すぐれている結果となったのは ，予想に反してまことに意外なことであった。性成熟の程度に
よって ，筋の持久力な力が左右されて ，女子ではいつはんにその能)Jが低下するのは， 主まざ
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まなテストの結果明らかにされているのであるが，しかし，1;r.:チでも適切ut.U~rtを継続して実
泌することによって，この極のit1J)Jがいq そう高められることについては，各万而から縫証が
あげられていると ころであるω とのような観点から， このテ ストの結果をJ'j!也づけてみると ，
邸市における学校環嵯や教育方筏 ，とくに体育施設 .fI~備とその活用や'学習内容において ，へ
き地とはかなりに異なっている1mがあって，ドリル的な色官接においてまさっているものと患わ
れる。この語古来と して ，r:私riの女子児誕生徒が斜峨奄"渇曲げですぐれている，})であるまいかω
(5) !ltiお昇段テストによる持久的な機能では、男子には有械な釜はみられないが、女子はへ
き士連の児窓生徒がすぐれている。
総合昇降テ ストは ，一定のテンポ (1分間に.30凶の別会)で定められたitさ(芳子40cm 
女子 35 rm)の総合を5分間継続して昇。降りする bのである。そして ，その逐Ji!JJ[後 .台に
J煤儲けた;伏婚でj派時を一定の1間隔で3ir!1 dlJ定し ，次の公式にあてはめて指数世算出-tるのであ
る。
昇降運動の総続時間(砂)X 1 0 0 
2 X 3'司の脈蹄制定数の合計
このテ χ トで vまなによりも心事者や .~I~'l織の庇主義で持久的な;引き?と ， 強5雪な広志)J とが要求され
るわけである。このテストの!反政は ，主と して心 ・}j'bの生J理的たぬ能に綬crしている。それら
の働きが強力でしかもす ぐれたものであれば ，数菜食慌の能)Jも為j< ，しかも ，運劫f去にはよ
りAさやかにl派総数ら正常なものに!日It長ぶれるであろうから ，派憾の絶対数も少々いし ，その制
定数も回数な牽ねるにつれて少なくなるから ，公式に何人して算出 した指数はより大きくなる
わけである。このような!家屋舎道刷したテストの結果によるJi1敬?によって ，心 .I仰の袴久的な
機能の桂8芝生:1佳泊三しようとするものであお。
このテス トの結泉では ，I}、.中学校ともに男子でi珂省(J)(i 1]に有意な2査はなかった。 3授業の手
伝いを多く行ない.しかもけわしい地形を往3にすることの多いへき地の児iã.tJ:~には ， }寺久的
な能力がお市の児鐙生徒よりらまさっているむのと忽われたのIL，この汚チの結果!ままことに
意外であった。これは ，おそらく 女づこの家附、民腕効げであげた照由によると ころがあてはまる
ものでるろう。しかし 、女子では切らかにへき地の児婿と長後が まさ っていることがわか .っ
た。これは ，女子の侍性としてあげられる粍成熟の42皮が大さな員長告書を及ぼしているものと考
えられる。このf街・では ，へき地と部市とで，性成熟に年令約な」丞速のあることがものをいって
いるのであるう。すなわら ，Bs市の女子児室生徒はへきl患の児tE生徒よりも'1"-<，成熟が訪れる
からであるω
3 身体 発達に影響 を及ぼす域境諸条件の分析
発育 ・允i蓬は ，個体の待つ法伝均な閃子と潔境条件との総決算であることについては，すで
に述べてさたととるである。へきtむとtls市の現実議官件は ，歴史釣 ，自然的 ，社会的 ，文化経j
!r.各面にわたって大きな銅途がある，しかし，これらの中には不断促進渉改善がなされて ，苛
奮の隔たりがし，乞いに狭めら11-ているふのも多いであろう。けれども ，との環境諸条件の相違
は必然的に1N.!lIt主徒の発育 ・発必ιみられる事実差とな って4交われているわけでおるから ，まず
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この屈におけるi略者の相違ゃ類似点公明俗には慢する必援がうまれてくる ω そのうえで，正常
な発有 ・ 発達をtllH害 し ℃いると忠われる問低点~明らかにして ， そのt主義の方j会を講じな付れ
ばならない。いままでにも ，このrtnで，$-くの冊子モや努力がなされてきたであろう し， それが
問必解決に大きな賞献なしてきたにらがいない。また，著書に，しんしな努力が紘統的に在、われ
ているであろう。この(iJf先調A)主，なに kりb1o県的なF見張と規慌のもとで行ない ，単に研究
の然点を発禽・とか月能の側煽にだけ陶定づけるのでなくて，それらが最多録されるであるうと忽
われる環l貯句な背景~祭って間三Ôi'~主催しようとするもので ， 多角的，総合的な立場をと って
いる。したがって ，前節までに明らかにされた宅育と運動段能における両右の等異性が，どの
ような繁泉条件によってもたらされ， また ，規制を受けているかを，と〈に重要と思われる以
f;t:述べるさまざまな函から明憾にしようとするわけである。
(1 ) 栄雪量の被取状況
狗 d 表と損~ 7 表は，栄~類別食品~ttの品拘束について. 会認盗人員に対する摂取泌をみたも
ので，m6渓でほ小学校6年児境協 711:.ば中学絞 3'iE生のものを示してし‘る。このうち，
1 0 H 1 7 日(木)だりをとり出して協グラフで示したのが鋳 7 ・ 8~である。食品の摂取状
況は平Bと土曜および日開では，多少の変動はあるが，おおよその傾向はこの向慌によって
はlfiできるであるうc
$R~建知君IJ食品の摂取状況において，悦 7 閣と掬 8 図とに共通してし、るへき地と鶴市との還し、
は，ゆ:1 . ほ ・ 夕食で多少の栂泌があり ， 安た，それぞオもの食品で微少な~はみられる叫総体
的にみると，fX.の点をあげる ことがで♂る。
0獣鳥肉類、卵類、牛乳、線量産野菜、小麦、鮮魚類、海草翁の摂取においては、 書富市のほう
がはるかに高い祭忍率を示している。
イ法 (/Jぜ ，小麦杭 IJ法ち}製品)，獣鳥肉類 (牛，篤，豚，践J)ひる等の肉)， .g~窓
(~~q'3， あ ひる #ß，かずのこ， いく ら)，牛乳(牛乳 ゃぎ乳)，fil制捜i'!.(鮮祭場司.1:;ζ暢tl~与の
介類)，乳製品 (粉乳，級乳， チーズ)などの熊取率におし、て，郎市に比べてへき地の児童
生徒のほうが1ftいということは，発行の簡で1li主要な:意味を含んでいる。発苦手の庇篠な時期に
おいては，栄養素がかたよりなく凋和のとれるように食品を摂取することが大切であるのは
いうまでも郎、杭 とくに， J織な衆従来と しては， 劣~b泊賞よりは吋漬なた拍演の 、
つばん的Hこは助物性食品に多〈含まれていると".:1つれてL・る。)組二ゅうぶんにとる ことと，
無1~翁担E煩としてのカノレν ウム(じα) と機 ( P ) ， ならびに量生 (Fe). さら胃こはビタミンDを
適切に摂奴するととが肝要だとb、われている。ささにあげた食品類には， とれらの栄養素を
比較的多〈含んでおり，発fすには欠くことのできないほど街按な供血を持っている食品だか
らである。
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第 6 表 食 品摂取率
介 D日工
殺付 jミ
獣鳥 肉
卵
牛
手し 製 ロロロ
30.2 27.4 30.9 
2.5 1.5 
1 3.0 26.5 
日2 7.9 
4.6 
21 5日
29.2 
31.8 3日.9 ! 6 O.l ! 3 5.5 : 2 3.2 
73.3 45.5 
61.5 3 2.0 
1.0 1.0 
1.:今m 5.1 
5.2 4.5 
6.7 2.3 
1 2.1. 8.9 
26.7. 8.8 
1.2 1.0 
2.8 0.5 
39.4 27.5 
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海 尊 署員
注 それぞれの類矧IJ~品の上倒はへさ・地 (4 0 4名) ，下i繍は必巾・(43 1 :g)を示している ω
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〈へき 地 と 都市 〉
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第 7 表 食品摂取率
中学校5年生
¥、 I 1 日 付 1 7 日休) 1 0 月 1 8 
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一日 f三三J-7:;-71-2」lR121
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〈へき土佐と都市〉
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へきJtI!でf事又E与の高し 、食品主tl と して役自~れるのは ， 大豆線品( と弓ふ . t.(っと う，みそ，あぶ
らあげ) .千魚 (煮ぽレ ，ほしかれL・) ，魚介加工品 ('eかなつ〈だ煮 ，It・か世置さF， ;:きかなかん
づめ)などでめるが，これらのうちで大豆ならびに大豆製品は ，般物1生薮臼混と脂肪の多援の給
相領a条• 
j原としてE更し、食品とZされてL・るが ，千魚や魚介加工品は鮮，f主や'自において，鮮魚類に比べて劣る
-ι6-
ととほし、うまでもない。
へき地と都市の児資生徒の食品摂取状況におし、てみられる特異性が発育とどのような関速があ
り，さきた， どのような意味と間関を含んでし‘るかを ，と〈にたA，白笥 ，じα，P，Fe，ピタミ;/0と
隠連づけて ，その零点を述べてみよう。
アたん 白TfJ:
食品の達し、によって ，アミノ酸総戎が異なってし、るためにわら白闘の震はさすぎまである。
これらのアミノ般の中で ， 人体内では合成 ~fcどうしても食品中から補なわねばならな し ・ち
のを必須アミ ノ畿と称レてし、るが ，ζの必須アミノ畿の震を多 く含む食品ほど栄養価は高し、
とL、える。し‘つぱんには ，動物性食品のほうが継物性食品に比べて高し‘とし‘われているが，
設近では ，積物性食品の中にもア tノ駿構成上動物性のものとあまり釜のなし‘ものが少なく
ないことがわかってきたので， 動物性とか ，縫物性食品とし、う よりは，優賞ぎた5持!o)たん
白貨とよぷ傾向が増してし・ るとし、われる。それにしても ，米食偏重の風が検L・食生活のd究者蒔
には ， 俊寝たん白買の供給源である魚 ・ 肉類 ・ 豆類の精加が必~だといわれている。
このわむ白(lit.Ji人体遺?構成している組織細胞の主要成分であることは周知のととであろう。
ことに ，発育期においては ，この細胞の増員Eがさかんに行なわれてし、るのであるから ，つね
にたん自民を新しく補充レなければならないわけである。もし ，これがふじ申うぶんな場合に
は ，発育の遅滞や休慈の減少 ，貧血 ，浮獲量などをひきおこしやすし、とし、われる。し、っぽう ，
わん自邸D過剰摂取は ，管職機能隊害警や動脈硬化症 ，高1m庄症などと僕躍がある とし‘われてし、
るとともぜじ中うよAに注意する必要はあろう。
へき地と古15市の児被生徒にみられる食品熊取の傾向では，へき地では主として .権物性食
品にたより ，lis市では ，へZ聖地に比べて動物性食品や小麦からはるかに多埋まO)k:;泊腕・とっ
てし、ることがはっさりと よみとれる。この速し、が発育に重要な影塁手を及ぼしている素因とな
ってし‘るのではある空トか。 へき地では ，より多〈の動物性食品や小麦をとることが ，今後
の大きな課題となるといえよう。
イ 無線塩類 ，とく にじα，P，F e 
カ11/ì/クム~:t燐とと もに骨絡ならびに釘牙の主成分をなし， 1通常 ，燐酸カ 11/νワム ，炭是主
力1Vi/ワムのように燐駿境および炭酸様となって存在してし、る。とのカ W i/クムは ，燐員全力
JL/乙ノワムとして， 骨|舎の85飢香子占めるほどに脅や儲の僑成語障であると問時に ，休絞めアル
カリ性保持に参与し ，f阻伎の凝箇作用を促進し， 心筋の収絡を動け，態iのこ う 密性をお~え，
神経の管支刺激t生をしずめるなどの作用がある。また ，白血球の食菌作用を旺儲にする作用も
あるので .病|東粛に対する抵抗力を織すのに有用なはたらぎがある。とのカ lVνワムは ，乳
汗 ，パター ，チーズ ，大豆 ，卵黄，魚肉等師こは比較的多く含まれ ，野菜類にも概して多く合
守れてい るといわれてし‘る。しかし ，これらの食品の含有詮はきわめて微守たるもので，.-'eO_)
必要量1.1日平均 1グラム内外とされてし、るし ・ことに発予署員月においては ，1. 5グラム程度
が好ましし・とされるー ほどである。
ところで .カWi/クムの摂取には燐とのパラ y スが重要で ，その割合し、が不調和な場合に
カlViノワム自体の機能が妨げられるとし、われてb・るとおり.カ W i/クムo"l摂取は燐の摂取と
- 47ー
密接なミ!!fAがある3 この母専は，骨格の主成分をなし，その80%は奇cptて，1 0もは筋肉CjJ
t乞 ，5 %，立神耗組織I'l:あると考えら九て¥，.る。したがって ，人体の持戒に不ロJ'Kであるばか
りでな く て . 休内の主零な (t~反応に参l萌 し てし‘る調節~とホいえる。燐を多〈合む食品と
しては，搬して助物ll:.食品で ，ととに礼什，卵黄，午肉~に多 く 含まれてし‘るが，純物性食
品とレ ての大ft ， 話再1正午のよう 次宥紡にも合吉れてし、るの 1 8 0"110、現~ fj'(~;t成人で約 1 グラム
允奇刻には 1~1 ・ 5 グラムIrr.だとされてL ・る。
人体中に存在する欽の盆はごく役時まにすき't.!¥"0ととるが ，この微憶の設はSR養上'l!.'l是な
忠義を持ってし、るのである。すたわち ，lsl液中にあってはへ Eグロピ Yr1'I三零な成分であり，
血液僑還，乞喜主要な&-J:lJを来たし Cいる。ぎた，クロマテンとたって組叙の生活機能を謁節し
鈎とともに駿化遺忌作間にもあずかつてし・る。したがって ，生活除籍制圧感な発育ー 期におし・
ては ，この款は多慌に必於とされるわけである。成人では，おおよそ 1自に 1日-15mが
とされるが，幼児では係車1Kgあたり ， 0.6 mff tftしゅie，'，~ と 8れ ， llX人よりははるか
に多震が要求される。法令多く含む食品としては ，肉矧 ，卵筑j，牛乳 ，巣実 ，野菜などがあ
げられている。この放の欠乏は ， イ本体| における般化作用十減!)~ぜLめ .1また貧血(低lJl色~
性〕をひきおとしやすいとし‘われてし・る。
以上述べてさたようにカ Wジクム ， 燐，荻が発育にとっ て14.恋n:~君、妹乞持ち ， 1きた聖台後な
かかわりを持っていることa:'O:D1したのであるが，このような観点、からへき地の兇畜
生徒の食品J言明文がお市よりも少，，1，・ことが在白される。だから，とれらの食品に比政的多く
含まれてし‘る カwνヲム，燐 ，耳央の1英i奴に主宰b・て ，t長..t.:的な途b必:生じてし‘るととであろう弓
これが発1守と大容な関連1r示Lてし、るのであろう。 しかし ，へき地では ，これらを大豆車製品
や野菜な どで械な っている国はみのがせない。
ヮビタミン D
ピタミンコは ，組織中の燐散を動員してカルジヲムと結合させ ，骨または樹子同混持せる
作;Rがあるといわれるとおり.骨砲のお灰化合促進して発行主~.I1I，i1I'にする作用がめる。むし.
このDが欠乏すれば，帰とカルレヲムとのi適当冷宅合t.危容が附宮忘れて ，骨の発f-f，とくに
その石灰イもが遅れるばかりでな< ， う煽や骨f.{ .(t ~烹 ， くる絹 !nl京肉とらt.l:る と いわれてL ‘る。
ピタミ yDは ，肝油 ，バタ ，卵苛宅きに多く含まれており ，4i古物l生食品では干レしし、た付に
比般的多く合:tれている。マた ，~案外線照射に よ って ， 体内に同然先住することも切らかに:
~れてし 、 る。平場 ， ことに偽崎や . g護挨に汚染されてし‘る官官市よりは ，rti浜や高山向証書政嶋
の王豊富なことは辰・%のとこるであるう。 しかし ，谷笥や山あし、の太紛照会の少ないとこるで
は ，との恩恵に浴する機会も少ないのでfJ&うるさH、tJ'O したがって，占sI打でほし・うきでもな
いが ，谷間や山あいの多い山間吟にあっては，ビタミ ;;Dを含む食品の摂h互によって ，補充
しなげればならないこととたる。このよろr.t筏~.からみても ，，両者の1J:品摂奴の逗b‘は発育
に大さな禍途をもたらしてし‘るのであ人為内なお ，nFf1l (ビタミ Y~9) の摂取については，
次に述べる保健に闘する生活状~，調誌の墳を参照Sれたし、。
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(2) 保健に備する生活状況
保健に関するさ1:. 1吟状況の司書査は I '~ 出I~筏によって行な司 たのであるが，との結果l乞っし・て
t1 I それぞれの嶋Mにわたって調査人ftKこ対する応答君事会だし，グラ 7化したものを示しなが
ら考察を加え， 問題点が~~らかにしてb ‘ こうと考えた。
ア通営の状況
区[tlこょ っ℃わかるように ，通学0'1~f!附(片道} のそれぞれの区分において ， へき地と都市
ではあま り大主なiをし、 I~みられなし必" 6 '(m以上に小・中三副交ともにへき地のほうになb、の
に，会校区が明仮になっているω巾・の児t往生徒がわずか(小1% ，中 4 ・A%)であるがい
るのはいぶかしHmがある。しかし.これは転住などによる現われでめるう。
.J 、ま扶.6.if-克堂
透掌の、~波- ~。
I 0，5 jl胞が内
~ ; ....〆
-、_/$ 
-...λ 
~圭
-~ ~ 
離 | 【』品
t!!叫』えよ
吉長 行
方 1i3 幸4 事 b
自 給 .t- 
，毛 4L 
1λ iモ の 4時z
空事 | 
ノ51) 以内
j/)令
ι.rfJ' 
dω{)-
問|ωμ
r、% 中学技 3与さ主品。
戸司~押
へき地では地j杉に影響されて， e 'tぎをな交通機樹を利:局するととがでさなし、のであるう
から， 通学のÌJff.. はもっぱら歩行によらざるを~~.与なし、のに反し， 鶴市ではさ修行のほかにパス
や汽車などな牽IJ)日ずる者XI'" 、る。このために，通学の所袋附f協は， 都市のほ うでは~E縦に比
して逗織されCいるが，へさJ:fil.には II時間以上もかかる殺のし‘ることが佳向される。
中央教育';fi.:議会 (Usfo 3 1年)の谷市によれば， l星学のf械 は遜銘の媛易，その似の粂件
によって終なる杭おおよそ小学校では拘4Ku.， qJ学校では6崎誠;{袋1ftと され Cいる。 そし
て， .I!語学の歩行ば運動究IT果もあるのでもっともすすめるべきだと し，通路さえ適当であれば
- ，19ー
小学校低学年でも 4Kml孟過長でたし・としてし、る。しかし，へきJtbの沼路の記長作は都市と比較
して察泥の~がある。 曲折， 傾斜， 危演なか所の多い道を， 現地!".'Uf の際にさ伝b ‘たのでJ)る
杭運動重量や疲労変は平fBな近路の比ではない。 乏して，降雪期や鳳雨のはげしい待たどに
は，通学のH輸 も疲労度もし・もだんとぬずであるう し，土佐官Eの危徐にさらEされる場合さえお
こるであろ う。このようなj歩合には，皆目前喜のおとなたちが総出で泡つけをし，子どもたちを
かばい合って学後の送り迎えをするほどだとしろ。 その悶維な原子がしのばれる。
イ 医療機関までの産主主
之川、玉民事完
<.0 3/J~" 
?
8"，0/'" 
~ JL J<，.， 
~ð' 
一 〆-<-
/Z~刊 以上
へき地に既往してし・て病気になっては大変だとし、われる。これを鴎的loiミすのが上図でふ
る。鶴市では 2Km未満が圧倒的に多い割合を占めてし、るのに，へき地ではそれぞれの距離区
分にほぼ閉じような割合で分布している。保行でも，それぞれとく少数が含まれてはいる杭
殆湿機関を簡便に利用できる気おさがある。しかし，へき地ではそう担割単にはし、かないであ
るう。もし， さき、患がでたような場合には， どのような処置が議ぜられるのであるう 治、/lI2~
的にも，時間的にも近くに医院キ診療所のある こと民 生舟の安令治鴇狂される という窓味
からも， itた 軽度な疾病 ，呉常を平易に彦療 してもらえるとし‘ うI宿泊、らも，利点が多L、
とれに反して還し、場合には，格易なものはつい放程されて，っし叫乞1:!'I鰐な明:態となってしま
う指舎もあろう。 だから，へき地学快では学校保縫委員会のE駐車喜な事業と して，自主筋による
健康相級(診療)の機会を堂窃にくみいれるような議緩策が翁ぜられねばならないと恩われ
る。
3.~ 中 '‘ ，s.t'-忌
具|岬川
〈角南J島内¥'，...曹司苦む〉
そ1急 E す る
う |ι~ t"'~す ~
じl;s年 な
へき地で民どざやむしろの上にふとんを数し・て寝る宥がおおよそ半分(小54 ・ 9~も
叩 4d ・d%)を占めているの珂こ， ilirliでは蟹のへやで寝る名ーが多い。(小9 1.4%， 
中 91. 1 %)また， 寝室の掃じでは 係市で毎日する(小89%，cp81.1%)者の多し・の
に対し，へき地ではと きどきする〈小77. 5 %， cj1 6 7. 6 %)と応答したぢが多く没ってい
る。ふとんをしさっぱなしにしてお〈と応答した者は 郷市にもあるが， へ~Jfuではややと
れよりも針。 1Bの生活時伽Mtの時伽憾ですごすのであるから，その曜の状
一-!:c-一
熊のよしあしが鍵肢と大きな侭躍を持つのは当然である。 との調査からは，寝室の構造や日
射の程度などはわからないが，得じをしにく し‘ようなしくみになってし‘るのカぅ 意識が低し‘
のかは推測の滋をでなし・と ころである。
エ歯みがき
E慢のi先占]是ヨ?とさ
3重る前 1て
殺と夜
食司書のあとで、
<(t .Cv% 
?
手乙v 畠0%
み .b¥'olj、泣い
う舗の予防と 口史による他人への不快感を与えなし・とし寸観点から，歯をみが〈ことは保
縫上の大l沼な習慣である。う簡を予防するとし‘う函からは，歯みがきによって趨をつねに清
潔にしておくととが肝要であるカミそればかりではなく て，匁獲の筏液，健康の保持増進に
よる体質の奴聖書が趨貨を強化する恨2Ii:である こと生忘れてはならない。
飽みめ~!ま，苦手食後に行なうのが斑想、である。アメリカの 5 ・ 5 ・ 5 式は， 食後五分以内，
S分('efl， 1白 5回，自信をみが〈ことを強調しているが，これは，食後10分間もたてば 歯
に付着した食べかすによる俊発酵がはじまって，細菌によるうしょ〈工作が進められるか
らである。
ところで，繍みがさケほとんど行なわないと応答したものカちへきJ'Iilでは小26.8係，中
1 1 %とけっ して少なし、数でなし、のがさES:dれる。しかし， 都市にも小3.3%，中 1.1 ~もの
者が鼠みがさをほとんど行なわないとぽおしてし、るこどは注意を容すると ころである。
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手続し、は，さまざ交な病気や寄生虫の予防 という見;胞から，保縫上の基'*'的t.l;;}l慣として，
食前や外出の後，用便や遊びなどのあとで必ず行なうように したいものである。つめを短か
〈切っておき， 石付ん完了じゅうぶんにつけて指先をもみ洗いすることがよいし，71くも流水式
ti望ましい。 趨貸の結果では，憶に示すように小，中学校とるに実織率は低い。ことに， ほ
とんど洗わないと応答した者がへきえEの小8.4%，中5.8%とあるのは筒緩である。
カ 入 浴
農繁期中に行なったためか， へき地では毎自入浴する者がi高率を占めtいるが，都市では
1-28， 3-5 日お~に人併する者の多 b 、 ことがわかる。はげしい肉体労働によって生ず
る疲労を回復する手段のーっとして， 毎日入浴するとし‘う ととが労働の飽ゃな高めるのに有
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効な作刷会するのはし、ろまでもなし、。この結果として身体の清潔も保たれるであるう。しか
し入浴に用いられる風呂の水がとり替えられるととなし数口尚も沸かしなおしをするとb‘
うのであったら，汚水の中に身体宮ひたす ととと同じ結泉になってしまう。もし， このよう
な傾向があるとすれは身体の時繋を保つという面からは大きな間働だといわねばならなし b
入浴によって疲労をとり除くとし、う意味と， i'青I潔を主体にする という考え方とで民その方
程にも，尚隔f乙も浪iK的な縫いが1:=.ずるのは当然である。
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図によってわかるように， この屈でへき地と郷市との大さな相途は，長si市では1-2 Bお
きに下着をとりかえる者が多いのに，へき地では6-1 0臼おきにとりかえる者が多L、こと
である。 3-5日おきにとりかえる者は，両者ともにほぼ同率を占めている杭 1 1日以上
もとりかえない者;oi. へき地にみられることは注白 される。
清掃や入浴と関連しむ下着のとりかえは笠.活環境と身体の清潔を保つために，つねに織
意すべき保健の根本であり， 出発点ともし 、 うべき性;貨のものである。それば尻精神高11~上ば
いうまでもなL・し，生活や学~の能E容をあ町応替な少な くするとし 、 う除夜、からも， をた，
g政や，傷害，病気などの防 1:にも役立っ ている。 b、ったん， 清潔な務l兎や身体の保持に慣
れてしまえば，不潔なものに耐えられなし、ものであるo したがって，忽少の頃から清潔に対
する態度や知識.習慣会議成したし‘ものである。
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立ちくらみやめまい，/，仰や何の'frくみ，t大意の減少，はれ4、のや皮府灸， f尋i生下痢などに
つし‘ての異常な感じゃ症状の起こるのは，気候や風土，衣 ・伎などの影響によるとともみの
がせなし、が， ーた才容のとり方や保俗上の~t貨などのよしあU乙CJ:ってもたらされる場合も多し 、。
この~社廷では，へきJft!と郎市の創にあ ま り大きな泣し、はみられなかった し， 応答者もさわめ
て少なし、のは仰に よってわかると ころである。
ケ 基本的な姿勢
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し中ん倹な地jl~につけられた山道を援り降りする こ との多し 、山由討誌の児童話生徒には，人か
らも認められるほどにほぼ客重量的な前かがみ (猫背)の者が多し、のであるまいかとの予惣に
反し定 この議室主では図に よ ってわかるように，わずかに怒市の児意~~徒に前かがみだとし、わ
れる者が多い。ちょっ と前かがみだと自認してし、る老は，へき地と都市叫育方に，かなりに
多い割合b、(26%-35%)を占めている ことが怪邑される。 これらは，発育と筋の機能
との均移が保たれてし、なL・ととをも¢がたってし、るのではあるまし‘か。ことに，身長の伸び
と綴，管筋の強さとの/府知肴Jによるところが大きし・と忠われるo 姿勢f:i， ~左翼F ・ 1搾Wj :学的 tI
要素にょうて保たれていると后l特に，その人の精神状殺の表現だともし、われるように，lEし
い姿勢を保侍するためには)g: I.聖的な諸機能がiE':常なはたらさな醤'なめるようにすることと，
不断の帯電線や修養と正しL‘行動をとることが基礎をなしているとし・えよう。
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¥，.く らおし・しいごちそうでも，激情のさなかでとったのでは，砂をかむような味気なさが
つきまとろ。食事は楽しし、尊重岡気の潔う中に，ゆったり とした気分で食べてこそ， じ申うぶ
んにごちそうの味わえるであろう。(~地的にも消化，吸l伎の機泌がうま〈発搾 ðれる。)
この際問こ， きちんと膝を絢 SないでlE践しらと湾、し、っさい無駄れなさいてはi.tらなし、など
というきび しし‘作伝づけは)'f前前i内な過緊張を招〈うえに，':t足主的にも望空し1，.ものとはしも
えないであるう。ことに，燃を崩ないようなlEJMeをする ことi人。血液のR首選択こ支障なもたら
すばかりでなく，化骨化のふじゅうぶんなl時期では下肢の変儲 (0糊あるしは×刷)の!東
凶となったり， 長骨の{~ び~州害する要[;&1 ともなる。正長短する場面や機会は食事の際だけで
はたし、かもしれないが， 食事の際にはなによ りも〈つるし、だ楽な姿勢で楽しく食べたいもの
である。
このよ う な視点から論盆の結果を図でみると，へ~地と古・3市と の大きなi金いは， 椅子に勝
-5.3ー
紛けて会事をする者が部市に多b・ととが注目される。
サ *縫にお付る勉強肌
家経学習は食事よりは時倒的に長いのが普過であり， その縫mを上げるためにも 々勢を
LEしく保つにも勉強汎はIk著書な役割jりを持ってし‘る。脇市では，立ち汎が般も多しすわり
飢ふらとれにつL ‘でし‘る。へ~地では，すわりれが長も多く ， fJしをf使わない者がとれについ
でb、る。とれは，詮済性や文化l支の影響が大さいものと忽われる同家A1:学醤に対する観念
の相途による面が強〈現われたものとみることができょう。後述する生活時穆にお付る家庭
掌~の時樹や行なたない者￠障からみても， この辺の事情は後家される。
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へさ地では電球によるヨ庭内照明のもとで勉強する者が絞も多いが，r.B rliでは餐光灯スタy
ドを用b・ている者が圧倒的に多い。これ同経済や文化の程度にかかわりを持つのは当然なこ
とであるが，いすなおランプを使用してし・る者のし・るζ とは驚 く べきととである。照明が
不良のときには，情緒的にも好まし くなL・2彰害警がめることはし・うまでもなし、い長崎習の掌
gや作業では疲労を堵し，頭符，不快を飽き:， ~l揮が滅返するばかりでなく ， 誤りも多〈な
り，~良性疲労や近視などにもなりやすいのであるから， 適切な照明がなされる ように配慮し，
f償還手することが肝要であろう。
ス牛乳(やきち乳)
供‘2 1:暗 /1，与/.
kをどを也主主2
}毛主人ど.~宅孟ねい 仏 日 . .， ~." .' _.".. :~r 
食 品調査の視でも触れたように.T.:/>υ白'白給l宗としての予定後fimの尚い牛乳(ゃぎ乳)は発
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育期には重耳石な飲料とt.rる。図によってわかるよ勺fて， 都市では飲む者(毎日，ときどきを
含め)がへ雪地に比べてはるかに多い。ほとんど飲?なし、者がへき地にきわめて多し、ととが
わかる。これを入手すること自体ができに〈い状態だと思われるが，せめて，脱脂粉乳が全
児章生徒にゆきわたるような配慮はな δれなし‘ものであろう治、
セ 栄養剤jやピタミン剤の補給
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へき地では，小・中学校でほぼ品lじような傾向を示しているが，ほとんど飲ぎないとする
者が多い。都市では 小 ・中学校で伺給の傾向が著しく臭なっており，小学校ではおそら〈
集団服用(希望制)をしてし・るものと患われるが，毎日とってし‘る者が多し、のに，中学校生
徒ではほとんど飲まt.r:1i、者が多くなってし、る。なお，毎日のんでし‘ると応答した者は，次の
ような栄養剤(ビタ ミン剤)を多くとってし・る‘
肝油， ピタドーJレゼリー ， アリナミツ， ピコ1"Pミシ，パ γピタツ，わかもと， ボボソS，
ピタフ νックス，ハイ vーコ チヨコラ E，
Y r湖食(おやつ)
J手8 ~~をぺ‘る
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中
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胡食(おやつ)を毎日食べていると応答 した者は，図によってわかるように都市のほうに
へき地の過半数以上の割合し、で多し、ととがわかる。発育の旺盛な時期において，栄養上から
も情緒の安定とし、う面からもおやつの意義は大きい。しかしながら，家庭の経済や，地援
の産物などの背景による出が大きし、ので，そう毎日とることができにくし、者も図によってみ
られるとおり，かたりに多い。また，ほとんど食べない者が苅おにあり， その割合し‘がへき
地に高し‘こともわかる。
内容的には，へき地，書rSr打ともベ葉子知が最も多<，っし、で果物規少数ながらジ斗ー
ス， コーヒーなどの飲料がとられてし‘る。このうち，菓子煩は当然のことながら実に豊富な
種類があげられているが，次の品l当などが好まれてし、るよ弓である。
へき地:あめ類，ばん， キャラメノ勺 ょうかん，せんべ川 ピスケット，
都市 :チヨコレート， F1J菓子，せんべ川あめ類，ガム，キャラメノ竹ビスケット，サラ
ダホープ
なオ令部市では志否やっとして， おはぎ，赤飯，おにぎり，すしなどの食品類もとムオ丸 コ
ーヒっ ジユースなどの飲料がとられてし、るのは，へt雪地ではみられなし‘特色とし、えよう。
夕 食べ合わせ，伝承，迷信
幸福や歎をもたらそうとする切なる願望は，だれしものうちにある。科学や文明 ・率化
がとれほどまでに進展しなかった時代には，食品の食べ合わせや食品の椀伐によって生Fる
掬奇異常を，ほとんど経験的に判断して禁忌としたであろう。その時代の道徳律や価値観に
基づいて作伝やしきたりが行なわれたに違いない。すた，身近な自然の風物や勤 -植物に対
する愛情や恐怖感も切実なものがあったであるう。これらのととがら杭し、つの肢からか定
かてサまなし、にしてち現代に譲り継がまら伝水されてし、るものは数限りな〈多し、。とれらの
中には，科料句でないとh 単なる迷信だとして撚むり去ることのできなし、ものも多しむ
しろ合理的で倫単位に賃かれてし、るものさえ多し‘であろう。だが， いっぱんには科判守に根.
拠の薄し、ものが多し、のに気づくのである。非合理で，反道徳的であり，非社会的なζとがら
をうのみにして首惜し， 日常の生活や行動にそれらを反映 させることに多 くの問題があろう。
伝本や迷信と恩われるととがらが，へ雪地と都市の!尼章生徒にどれほど知られているので
あろうカ』そして，その買や量においてどんな棺進がみられるのであるうか。もし，そのよ
うな面での途し、があるとすれば，彼らの生活なり行動になんらかの影響を及ぼしているもの
と恩われる。それらが，この研究のねらし‘とする身体発達に影響を与えているものと考えら
士Lる。
0 食べ合わせ
貴島 8表 (へき地〕 (郷市〕
も ち ・か き (72) てんぷら ・ 氷 (5 0) 
てんふ・ら・すいか(4 1 ) 7.;， f乙・ 氷 ( 4 3) 
梅干 し・し、 か (3 1 ) 'il. 類 - 氷 (3 1 ) 
さくらんぽ ・わかめ(1 8) j匂千 し-ゃっ め (1 8) 
た こ・カミ き(2 3) 梅干 し."、 か(1 4) 
し、 '/.)，・ まiJ< ( 1 d) tJ‘ に・か き (1d) 
梅干 し-ゃっ め (1 2) -<1 し、;1;'. 氷 9) 
カ込 に ・ ヨjく ( 1 1) すし、 か ・てんぷら( 守)
梅干 し."‘ か(1 1 ) 梅干 し・てんぷら(
そ ば ・た に し( ノ、. ナ ナ・ 氷
も ち -さんなん( 9) とろろいも ・ 7J< 6 ) 
う り・あわび( 7) 
てんふ:ら ;iJ< ( 
カ主』まらや・さ の こ(
さ ぱ ・すも も(
び わ・あずさ(
祭忌だとする食品の食べ合わせについて同調金の結臭，実に多くのものがあげられたが
その大部分の応答率はきわめて低かった。とくに，へき地ではこの傾向が喰<，多くの極類
がでてきた。 これらのうち，応答数の比綬的多し‘ものだげを&η だして示したのが弟 B表で
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ある。食品については， その地域で容易に入手でき，食膳に多くのぼるものがとりあげられ
てし、るのはし、うまでもない。
。伝本
当主 ? 表
〔へき地〕 r L 都
?
うるしかぶれKは，かにをつぶした汁をつける 果物の鐙を飲むと盲腸にな る。 (1 9) : 
とよい。(4) iやけどには味噌をつけるとよい。 (5) i 
はしかになって， 見舞し、をもらうと経 くすむ。 Iかぜをひし、たら梅干し湯を飲むとよし、。(4) I 
( 4 ) Iごはんを食べて，すぐ慣になると牛になる。
ごはんを食べてすぐ僚になると牛になる。 1(105)
( 6 4) I :箸度しはよくなし、。 (34) 
ごはんに箸渡しはよくなし‘。 (12) 
泣きながらごはんを食べると， 火事になる。
( 1 2) 
立ちながらごはんを食べると，おし、だる にな
る。 (ι)
ごはんをそまつにすると，米に不自由する。
( 5 ) 
ごはんつぶをこぼすと盲になる。 (4 ) 
からす鳴きが;¥f'i(t，、とえんぎが悪い。 (48) 
北枕はよくない。 (15) 
かえるを殺すと蔚が降る。(9 ) 
し‘ろりに怖の径をこぼすな(7 ) 
水にお湯を入れるな。 (7) 
家の中にうつぎのTEを待ちとむと火事になる。
( 8) 
つめを火の中にし、れるな。 (5 ) 
へびに指を向けると，f旨がくさる。(5)
-s:むしにかまれたら， しつぼの!却をつけるとよ
い。(5 ) 
着物を前後反対にきると，死人がでる。(4 ) 
六の数はえんぎが)g¥t・。 (4)
葬式のと きにこるんだら，おしりをたたけ。
( 4 )
ごはんに答そたててはし、けない。(3 2) 
ごはんをそをつにすると，米に不自由する。
( 5) 
箸でおi湯を吸うな。 (5 ) 
佼，つめを切ると， 親の死白に会えなし、。
(9) 
葬儀尊重にあったら，親指をかくせ。 (6 ) 
rb'くからの伝本につし、てもきわめて多くのものがあげられた。食事一般に関するものや，
病気 やけがなどにつし‘てのもの，白然や動植物にっし、ての内容などで.食べ合わせと同様
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な傾向で，へき地のほ うに応答者の多い ことが目立った。~た これらのものの中には，そ
の地域にだけ限定されて通用してし・るものの多し‘のも特色としてあげられる。とのうちで，
回答者が4名以上のものだけを抜き出して示したのが!第?表である。へき地と都市で共通的に
伝承されてし、るものもあるが，へき地では都市よりも題宮な対象がとりあげられているとと
もわかるし，絶対数の多し‘のも推計できるであろう。とれらの内容につし、て，そのひとつひ
とつを倹討する ととがととでのねらいではない杭興味深いものが多いのに篤嘆させられる。， 
(3) 生活時程踊査
一日の時間的な流れとともに，どのようなE生F
身体発逮とどのような僕廻をもつ てし、るカか‘を探るために叫， ~生生E主.活時程調査を行なつた。 との調査
は，気象や季節などの粂件を闘ーにするために，調査の期日を規定し，謁資対象学校の児章生
徒がそれぞれ毎日記入するよ うに依頼した。また， 記入する領自につし、ては，へき地と都市の
児童生徒に共通な学校における学留などを除いて，でさるだげ復雑さを8けて単純化をはかつ
むとくに，身体発達に関連の深し、と思われる起床 ・就寝時酎，家事の手伝h 運動や遊び，
家庭学習につし、てのみ調べた。
この結果にっし、て， 考察を加えながら両者の符呉性をみて，日コ弛点、を期筒していこう。
ア闘民Il鞠
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~ 9 図は ， 睡眠時i国 ， 起宋 ・ 就寝時閣を図示したものである。 この図をみて，へき地と 都
市の児玉量生徒のそれぞれの特色と相違点を要約すると次のとおりである。
に〉 全体をとおして ，へき地の児童生徒には音silTの児菅生徒に比べて， 平く就寝し，皐く起
床する。そのずれはおよそ1時間前後であるが，具体的には第 10表を参照5れたし、。
U 必眠時閣は，へき地のほうがやや量的に多い傾向はあるが，両者の聞に実質的な差はあ
まりない。ただ，中三男では，平日においてほぼ1時閣程度の差がみられる。すなわら，
都市の中5男の睡臨時間は ，平日には7時間5日分程度であるが，へき地では8時国40
分くらいがとられている。。土H麗白から日曜にかけての|醐民時閣は，総体的に平日より多い。とくに，銘市の中学校
5年生では ，この傾向が若しい。
腫臨時閣については，発達段階に応じて必要時閣が割り出されているが，その必要量は睡
眠の深さ と時聞によってきめられるもの・で，睡凪が深ければそれほど多く の時l自をとらなく
てもよいことはいうまでもない。この調査の結果では ，小学絞る年児童で男女ともに約?時
l沼，中学校五年生でおよそ81時，mから 81時l掴40分経度がとられていることがわかるが，保
健的には妥当なところであろう。だが，館市の中学校5年生にみられる傾向には ，同越を含
んでいるといえよう。おそらく， 深夜にまで及ぶ家庭学留を行なっ ている者が多いからであ
るまいか。へき地の中学校5年生では，平日と臼曜にかかわらず ，その睡眠時聞にはあまり
差がみられない。
夜ともなれば ，静寂そのものに包まれるであろうへき地の滞境に比べて ，密集する家屋や
建物，亦い灯，青い灯が夜空に明滅し， 自動車や行さ交う人h によってかもし出される都市
の騒音は ，夜遅くまで絶えようとはしない。このような自然的 ，社会的 ，文化的な蝶境諸条
件の違いから，必然的に，へき地では早寝，早起きとなるであるうし， 都市では遅湾，遅起
きとなるのであろう。そして，とれらが河者の身体発達に大きな影舗を及ぼしているとみる
ととができょう。
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第 10図では，家事の手伝いをする者の延人員会全調査人員に対する割合いで示した。そ
の内容は突にさまざまであるが，食事に関するもσ;，(E) ，清掃((.)) ，雑用 (11)，家業
(H) ，なにもしない (刊に分類してかかげた。食事 (ea七ing)に関する手伝いの内容は
炊事，米とぎ，お底立て，食器出し、食事のあとかたずけ，食器洗し、などである謂掃(c-1e-
arln只》乞は婦きそうじ，ふさそうじ，ガラスふき，玄関そうじ，長室のそうじと手入れ，ど
ぶさらい，大そうじなどが合されている。雑用 (miscel laneollS works)には，お
つかい ，筒L‘もーの，子守り ，洗たく，ふろたき，さき符jり，火燃し，水汲み.散水，小鳥や
犬の位話 ，家長5や鶏のえとさくれ，手Lしぼり，もちつd.飴守番などが含.!fれてし、る。
第 1 日~をもとにしむその特色を要約すると次のとおりである。
0 手伝し、を最も多〈するのはへき地の中 5女であるが，とれと対照的に最も少ないのは都
市の甲5男である。
なにもしない (Nothingwor註s)者は都市の児童生徒に多h (最低五五2%，最
高 5 4， 1 0/)とれをいっそうはっきり 5せるために へき地と都市を対照的に図示したの
が第 11図である.
第ノ/図 (1) 家事の子伝い
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。へき地では，平日よりも土晦日，とくに日曜日には手伝いをする者が多くなっている。
この内容として，家業(農・林業)の手伝いがぐんと増している ζとが注目される。とこ
ろが，都市では家業の手伝いを行なう者はほとんどない。わずかに中5男においてみられ
るが，その率は口.5婦-5，4労ときわめて低い。。食事に関する手伝いは女子に多く男子には少ない。ことに，都市の中5男では皆無であ
る。
以上を総掃すると，へき地の子どもたらは実によく家事の手伝いをしているといえる.この
ととについては，現地調査を行なって痛感したのであるが，部落の中には育年たちの姿がほと
んどみあたらないのである。この一事でも，へき地の産業人口の構成上，子どもたちの手伝い
が貴重な労働力とさえなっているととがうかがわれ60 管年たらは，でかせぎとか都市の企業
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に就職している実情だという。部落には ，一家の主人をはじめ ，老人や子どもが生活している
にすぎないようである。したがって， 中学校3年生ともなれば，生産労働のにないてともいえ
るほどの働きが期待されるであろうし， 実際にそれらのしごとをしなげればならないのである
うo1:3峰目だけをとり出してどんな時間分布で家業の手伝い念行なっているかを ，学年 ・男女
別でみたのが第12図;である。 ζの図で主主も注目されるのは，中 3湾女の 4時間以上が高率
(女 39.1必， P号37. 5 oJ;)を示していることである。この中には朝から夕方まで働き続けて
第12図 臼曜日における家業の手伝い
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いる者，あるいは夜業さえし
ている者が含まれており ，へ
き地の産業人目指成の実情を
反映している。
調査の時点が農繁期であっ
たので，いっそうこの傾向が
鮮明に浮かび出たものと恩わ
れるが，その子伝いの内容は
次のようなものであった。
いねそい ，いねあげ ，いね
かけ ，いねはずし ，いねかり，
いねこさ，脱波，米出し ，も
みむき ，もみ干し， ぬか焼き
わらしばり ，わらはとび，た
わら摘み，野菜とり ，大根と
り，そばとり ，小豆とり，ま
めかけ，豆おとし，いもとり ，麦まき ，コンニ ャク婦り ，まさ負い ，木運び ，太流し， 杉木と
り，杉a3の憶え替え ，J.夫運び，つるそい .h是薬運び
ウ遊び
遊びについては ，古くから余剰勢力説，生活準備説，反復説，発達的要求説，浄化説，禰
償説，生活尚充説，自己表現説などの多くの学説が述べられているが ，とれらはいずれも遊
びのーI箇についての特質をとらえている点に大きな悩値はあるが，遊びそのものの全体とし
ての本質を解明するもの‘ではない。ことに ，l尼屯の遊びは自発的であり ，個人の満足であり
非現実的であり ，流劫的であることなどが特色としてあげられよう。また ，)並びは しばしば
仕事と対比される樹念としてとりあっかわれ，仕事が目的のための活動院な手段とされるの
に対し，遊びは活動そのものを楽しむという自己満足的な活動であるところに本質があると
説かれている。いずれに しても， この遊びは児 f~l判定の目立長~違にとって ， 大きな効果のあ
るととについては異論のないところであろう。その効巣は次のように主主約できるであろう。
① 身体発迷を助長促進し ，保健上にも必要であお。@ 知的発達金堂かにし ，自発的なく
ふう創造を勧長する。@ 情緒的発達を円滑にし ，調布のとれた生活適応を可能にする。@
社会的発達が拡充され ，自律的で自由な実4鮮内人絡が育てられる。だが ，これらの遊びはそ
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の地域の歴史的な背景や文化的な条件によって規調jされる面が強 <，適正な指導のなされる
ことが強く長謹される。
以上のように遊びの本質や特質含みてきたのであるが ，ζの遊びが児童生徒の身体発達と
密接な関連を持つことが明らかであるので， 生活時程調査の中にもりとんだのである。第11
表はこの調査の結果をまとめたもので .運動的な遊びと文芸的な遊びに分けて示した。 また
とくにテレビジ ョンの視聴についても調べたので参考のためにのせた。これをいっそうわか
りやすくするために，第1 3図で棒グラフによって示してみた。
第 11表 遊 び
110i 運 動 ワ」一二G二_-_1二7二ι1tJ亙'r-十寸 1ー2ー.日係一一一27一.7必!1 5一~3;r二一一 1耳一一一一ー ピ土竺l しこ竺l
17「文芸 山 5.6 1 4.91 3.6 I 7.1 
iE 名 1.0 1 I 2.2 I 1.2 v I 33.3 ! 1 4.8 I 29.7 1 1 7.8 1 22.7 I 39. t 1 24.9 I 52.4 
尽10 運動 26.6 11 9.7 1E 16.9 1 8.7 1E 10.2 1I 29.3 I|ー 4.7 I' 55 
1日7 文芸 6.8 1 7.4 1 9.4 110.1 1 ω | 71 11Z4 1 41-
(金 無記名 口 111・.8 I 7.5 I 1.9 ! I 1.1. i 1 
~ I T v I 34.3 11.3.1. ¥27.2 ¥16.3 119.9 ¥ 348 123.7 : 43.5 
1.0運動 30.6 121.9 115.6 1，.9.2 1，0.6 122.8 五6 I 7.1 
月
17 文 芸 品.814.4 I 7.1 I 1 1.5 I 3.7 I 8-7 I 8.9 I 1-1.2 
日
I ，.._無記名 4.5 I 7.9 I 5.7 I 2. 9 I I 1. 件
土 一一一ー
'-' 1 T v 131.6 1.5.7 124.5 11.8.3 I 19.942.4 I 27.2 I 47.6 
運動 31. 6 ! 4 3.2 1，.6.5 1 2 1.6 i 18.' I 30.4 I 5.9 1， 4.1
10 一一 ーーー一一←一一一一一~ ~-ブ I 5.1 11 4.0 一山斗1ごとと~ 1 4.9 I 1 1.8 I 82 
i 1 時記名 I7.3 1，6.6I 1 1.8 3.8 1 lO5 
ig : T V | 35.5 1，7.0 i 31.6 T 25.5 1，6.7 Iー36.4一い一5.4 Iー4ー1.2 
! 調 査人 霞 i177 !22? l212 1208 i216 !184 :169 1170
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総体的にみると ，遊びその
ものでへき地と都市で大きな
差のみられる ものは，中5男
であって ，鶴市のほうに遊び
をしている者が多いことが目
立つ。また ，小品男において
も，都市の児室が日曜日にそ
の数の増しているのが注目さ
れる。男女閣の差は小学校で
やや大きく，男のほうが多く
遊びを行なっている。
TVの視臨については ，小
学校においてへき地の児島1
都市d施 Eよりも多数丹都精躍して
いるゆtども，中学校では ，これ
と逆に鶴市のほうが高.率であ
る。 TVの普及状態から察す
れば ，is市の児童生徒の倶際、
率が高く なるのは当然だと思
われるのに ，都市の児童のほ
うがかえって低いのは ，おそ
らく番組を吟味して保認する
からではあるまいか。
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第 14図は児室生徒の身体
発主主と関係の深い遥動的な遊
びだけをとり出し， 金調査人
員に対する割合いとしてへき
地と都市とを対照的に示したものである。
第14図運WJ的な遊び
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第14図をみると ，児盈と生徒 ，男子と女子とで遊びの割合がさまざまに異なっていること
がわかるが ，へき地と郎市とのおもな畑違は次のような点にみらわる。。へき地では， 平日と土曜，および日曜であまり変化がないが ，~ßrñではこの差が大き く，
目白昼日には遊びをする者がいつばんに多くなる。
0 中学校5年生芳子ではことに両者の差が大きく ，都市のほうがうんと多く遊びを行なって
し、る。
ζの運動的な遊びの機伺は ，家事の手伝いの実地率と実によく対応していることがわかる。
へき地の児車生徒は，さ きにみてきたように家業の手伝いを行なう者が多かった。ところが，
都市ではほとんど家業の手伝いをする者はなく ，土|混日や同魁日には自由な時間に恵まれる者
が多く ，それを運動的な滋び常行なうのに割り当てることができるものと思われる。中学校5
4手生女子では，へき地も~市も全体的にこの割合いが低いことが目立っ ているが，これは運動
的な送びよりは ，文芸的な遊びゃTVを好むからではあるまいか。
へき地と 都市の児童生徒は，土曜や日曜には ，2R裟の手伝いと遊びとで形式的には異なって
はいるが ，ともに身体活動をきかんに行なっている者の多いととがわかるu けれども，その内
容には質的にも量的にも大きな畑違があるのはいろまでもないことであって ，両者の身体発達
に大きな影響を及ぼしているととはみのがせないで4うろう。
速効的な遊ひーの種類をみると，へき地と都市との聞に恨本的な畑違はあまりないことがわか
る。 しかし ，都市の児童は比較的豊富な鍾類と文化的な彩必の強いものを行なっている面がみ
られる。全体的には， l尼涯は単純なものや模倣遊びの多いのが目立っているが，中学校生徒で
は組滅的なスポーツ系統の多いことが特色である。第 1.2 J長では ，へき地と都市の児室生徒が
実際に行なっている運動的な遊び会あげてある。
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第 12表 遊び(運動)の宿類
小 学校 6 年
男 女
へ き地 | 都 市 へき 地
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中 A寸Lιe 校 5 年
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エ家庭学習
現代の社会機借や教育事情からみて ，各扇試験の占める位置は大きく ，それが人のー生を
左右したり，社会的な位壁や地位を決定づけたりするような場合があるように，生活のさま
ざまな面に大きな影議を及ぼしている。ことに .学校教育においては，この試験を切り離し
て考えることができないくらいに.児量生徒の生活や行動と泊RP不荷量な関連が保たれているu
したがって，好むと好まざるとにかかわらず，彼らは学力を身につけるための真剣な学習に
じゅうぶんな時間企かけねばならないし， 積極的に家庭学習に取り組まねばならない現実に
追いとまれている。とれがために ，学習鑑に通ったり ，家産教師を招いたり ，ラクオやTV
0)教育番組を視聴したり ，自己学習を行なったりするさまざまな方法がとられている。家庭
学習は ，単に試験のための必要性によってのみ婆求されるものではあるまいが，余りにも多
くの時闘がかけられすぎることと，周幽からの強斐によってなされるところに大きな問題が
あるといえよう。それらは， 児量生徒の人間形成や ，家庭における宅活，ひいては健康上の
本来のすがたになんらかの影響をもたらすものと思われるからである。現に，本県兜星生徒
の身体発達の概観において指摘したように，高校入試に関連する影響とみられるが .1. 5才
の発育の遅滞はこの辺の事情を雄弁にものがたっているものではあるまいか。
したがって，家握学習によって生ずるさまざまな支障ができるだけないように ，環境的な
諸条件を整美して， 快適に学習のできるような配慮をすることが肝要だといえる。たとえば
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勉強べゃを独立してやった り， 坐位よりは摂掛けて勉強のできるようにしたり ，適正な照明
を施し ，また，栄養の補給，気分転換のためのレクリエーシヨ ンなどが適切に議り こまれる
ように， 暖かみとはげましとが能率化の上からも大切であろう ω
生活時程調査に表われた家庭学習の時間的な実践は第，5図に示したが，へき地とrm市と
ではかなりに大きな迷いがみられる。この凶では ，家庭学習を行なっている者と ，行なっ てい
ない者の割合いを表わしているし ，行なっている者の実質均な平均時間(標準偏差)を算出
してるる。これによってわかるへき地と都市との特異点は ， 次のようなものである。
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0 小学校6年危逗では兜女ともに，家庭学習を行なっていない者がへき地に多い。中学校
3年生にも ，骨子ではへき地のほうに行なっていない者がやや多い。
0 学習時|聞は，小・中学校ともに，珂者の閣に約 1.時IW前後の差があり，へき地のほうが
量的に少ない。
O 総体的に ，女子は殉子よりもやや多い人数の者が家寵学習を行なっている。
この調査は年閣における一時点の胡査にすぎないので，忠実に年閣の実態を反映するもの
ではないかもしれない。それにしても，家庭学習を行なう者と行なわない者との差や，その
時間的な畑違はへき地と郷市とで実に大きなものがある。この実惑が年悶を通じて累積され
るとすれば，はかりしることのできない差となってしまうのではあるまいか。
家窪学習の平均時国をみれば ，身体発達の聞に&1ます彩醤力はそれほど大きな問題とはな
らないように思えるが，その標準偏差から推測されるように，偲J.lIJにみればさまざまな程度
を含んでいることがわかり，それらがやはり身体発達上に重要なかかわりを持つといえる。
町総合的な考察と問題点
現代における ，氾m生健の体位が年ごとに加速度的なめざましい向上を示しているという現
家は，否定するととのできない事実として衆目の集められているところである。そして，このよ
うな身体の形態的な発達にともなって，機能的な発達もこれと密接な関連を保らながら進められ
ていることは，諸調査の実証するところであり，本県児童生徒の身体発達の傾向を概観しても明
らかにわかるのである。すなわち，発育の急増期が男女ともしだいに低年令層に移行している点
からも判断されるのであるが，成熟(怜成熟)が促進されていることと，運動機能も消長はある
が，全般的に向上している点を指摘することができる。つまり，現代の児量生徒にみられる身体
発達の特徴は ，次の三点に要約できょう。
0 体位の飛ゃく的な向上
0 成熟の促進化
0 基礎体力の充実
ところで，このような身体発達は，個人の持つi宣伝的な内的条件と環境的な外的条件との体制
化，ないしは，総合によってなされていることについては，いままでにしばしば述べてきたとこ
ろであって，話器匝克諸条件の最長泌がきわめて大きな力になっている函はことに力説されねばならな
い。だから，さきにあげたような身体発途上の特質がみられているという背景として，この環境
袴条件が近年において著しく進歩，改善され，いっそうその実をあげていることを如実にものが
たっているといえよう。
へき地児盈生徒の身体発達においても，体位の向上や成熟の促進などの特徴は明らかに認めら
れるところであるが，都市のl危室生徒と比較してみると，質的には大きな速いがみられる。発脊
の商では
O 身長，体重，棒高がはるかに劣っている。ことに体重には大きな聞きがある。
O 胸囲は差がないか ，むしろすぐれている。
の特異性があげられる。体型としては，短身で広胸型であって， ["ずん〈・り挫Jともいうぺきも
のであろうか。また，連動機能の面では司女によって特質が異なっているが，次の特異性がみら
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れたu
O 瞬発性と柔軟性 (上体を後方にそらす)は全面的に劣っている。
0 柔軟性 (上体を前屈する〉と芳子の待久的な筋力 ，および女子の動的持久性はすマれている。
後天的な外的条件においても ，都市と比較してみると.I司者の閣に大きな相違のみられること
については，そのつど細かく指摘してきたのであるが，ことに次の諸点は ，身体発達との関連に
おいて注目される特異性である。
0 動物性食品，ならびに小麦の炭取率が低い。
0 家事の手伝いとしての農・林業などの家業に従申する者が多い。
0 手洗い，歯みがき ，下着のとりかえなどの保健上の習慣や意識が劣弱な者が目立つ。
O 栄養剤，間食の挺取率も低いu
O へき地学校の体育施設・設備は一般に貧弱である。
このようにさまざまな面で鶴市と大きな違いがみられるへき地の環境諸条件は，実に複雑なか
らまりあいと密接な関連において，へき地児室生徒の身体発達を規制しているということができ
/ 
ょう。
児童生徒の持つ潜勢的な可能性を最高度に開発するという課題と ，へき地児壷生徒が単択こへき
地に氷住するのではなく て， むしろ，日本的な広い活ゃくの場に雄飛するという観点からみても，
その身体発達を望ましいものに近づけるための真剣な努力がなされなければならないであろう。
このためには，なによりもへき地の潔境諸条件をいっそう好ましいものに整備し，改善すること
が，教育上のきわめて重大な課題となってくるのである。ところで，との課題の解決はー朝ータ
になし得るものではなくて， 実!c恨気のいる氷統的な労力を必要とするものであろう し， 現に，
そのような努力が十ムわれて着実な成架を収めている部商も多いであろう。また，ほとんど宿命的
なもので改善の余地すらない部面も多いかもしれない。げれども ，児車生徒のいっそうの幸福に
つながるという視点から，せめて可能と，思われる面から，これが進歩 ・改善を漸増的になしとげ
るという決意のもとで，最善の努力を傾注しなければならないのである。保健;怠議や習慣'1m度
の脊成 ，また，食生活の改善などは，外的諸条件の巾でも比側守容易に着手できる扇ではあるま
いか。そして ，これらの改善のためには，へき地の特性からみて，地i成総ぐるみの態勢を保つよ
うにすることが有効な手段であることはいうまでもないであろう。行政面からの指導性と物的な
裏づげとが重要な位置を占めることは ，いくら強調してもしすぎることはあるまい。
おわりに
現代における児鼠生徒の身体発達は，発育の商でも，運動機能の而においてもめざま しいほどの
向上と ，馨しい変ぼうを遂げている。このような一般的なすう勢のさrjIにおいて ，県内小 ・中学校
の中で数的に多くの割合を占めているへき地学校に学ぶl危盗生徒も，これと同調しているのか ，へ
き地特省の特異な発達の様相を示すのか。あるいはとり銭されているのかという疑問は，この研究
調査を企画する出発点ともなり ，解明しなければならない重大な関心事であった。そして，その発
達の持質はこの研究調査によって明らかにされたのであるが ，~とれらがあま りにも都市と相違する
猿境諸条件の影響力によるとこうが大きいものと判断されたu したがって，国内的に雄飛するへき
地!尼a生徒の正常な身体発達を助長し ，促進するためには， これらの外的諸条件公いっそう望まし
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いものに鐙備し ，充実することの必要が痛!議されるのである。これに関する問遜点については ，そ
のつど詳細 ，かつ具体的に述べてきたと こうである。 この研究調査によって究明されたさまざまな
ψ実が，直接へき地の教育に撚わっておられる諸先生や関係者，ならびに行政但当者の参考の資と
なればまことに宰いである。
研究調査の突風iにあたって，ご協力とご援助を惜しみなく 与えてくださったへき地および新潟市
の抽出学校の峨員各位，ならびに児益生徒に深い感謝と敏意を表するしだいである。
この研究調査を企画 ・実施し，研究紀要の執簸を担当したのは 三善信ー である。
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